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争奪7 8月の行的
’ 音楽療法（名大病院ナディック） 6月 11日、 7月9日、 8月6日（火）・ 12P

’ 定例役員会（東海事務所参加歓迎） 7月6日、 8月3日（土）・・・・・・ 55P
， 一日交遊会（名古屋福祉用具プラザ） 6月8日 （土）・・・・・・・・（68号38P)
， パーキンソン病全国大会（静岡） 6月19（水）・ 20日（木）

＋ 医療講演会（小牧市まなび創造館あさひホール） 7月27日（土）・・・・ 56P
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体調はいかがですか

会長 益田利彦

最近の天気は、暑かったり寒かったりで全く体調管理が出来ません。春物に替

えたら寒くてもう一度冬服を引出して、奥方に怒られたのも束の問、すぐ夏物

に衣替え、こんなことの繰り返し、通称健常者の私が体調不調になるのですか

ら患者さんは尚更のことと思います、皆さんはいかがでしょうか。ちなみに、

家内はすっかり体調を崩しております。もともとオン・オフが激しい家内です

が最近薬を飲んでも効いてこないで動けない時間が多くなりました。

今年 3月から 5月 13日までの名古屋の天気を調べてみました。

（（）内は昨年のデーター）

月別 晴曇雨 最高最低月内気温差最大日内気温差

3月

4月

21 10 1(3) 

20 9 1(1) 

23℃ 0℃ 23 (20）℃ 

26 4 22 (19) 

18(13）℃ 

16(17) 

5月 11 1 1 (1) 29 7 22 (16) 18 (15) 

上の表から明らかなように、今春の 3ヶ月は雨が少なかったものの寒暖の差が

大きく、春麗という気分にはし、かなかったように思います。家内の体調が優れ

ないのは、気候には関係ないのかもしれません、しかしあまりにも時期が一致

しております。今日は暖かい夏日となり家内の体調も良さそうです。皆さん体

調はいかがですか。皆さんも同じ思いをされるのではないでしょうか。

しかし、体調を気候のせいにして愚痴をこぼしても仕方ありません、 AT Mの

「明るく・楽しい・毎日をJの精神を心がけることが、 Q0 Lの向上につなが

るものと思います。
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今年度の行事も 4月の総会・医療

講演会も無事終了しましたが。

6月の一日交遊会、7月の医療講演

会等計画されています。まずは出

かけてみませんか、皆さんとお話

ししませんか、無理と思った体も

結構動くものです。

人と話すことが、パーキンソン病

には良い薬だそうです。是非お出

かけ下さい。お待ちしています。



若き日の山中伸弥教授

副会長浅井利一

2回程山中教授を紹介しました。今回は若き日の山中教授を紹介します。平成25年 1

月、致知出版より、夢を実現する発想法という本が出版されました。その中から、平成

24年の講演会で話された山中教授、生い立ち時代の一部です。
一、込 ー←、弘 一一、込一一－ ，，..，＿ー← μ 一一← グ｛ー← μ月一←一一ー〆7 一一－-n 一一←〆7 －－－－，、 一一 、、 一 、、 一一 、、 一

わが家は東大阪市で工場を経営していました。地元の小学校を卒業すると、大阪教育

大学附属天王寺中学校、附属天王寺高等学校という中高一貫の学校に入りました。．

私は今も細身のほうですが、子供の頃はもっと細く病弱で、した。父から柔道を習うよう

に言われ柔道部に入りました。

この頃、特に忘れられない思い出があります。教育大学の学生さんが教育実習に来た時

のことです。彼は柔道三段としづ腕前でした。その人と練習で組み合うと、いとも簡単

に投げられる。受け身を取って一本にされるのは悔しいので、私はちゃんと受け身を取

らずに最後まで粘り、変な手の付き方をしてしまった。そのために腕がボキッと折れて

しまったのです。

実習の先生としてみれば大変なことです。部活動をしている最中に、生徒の腕を自分の

せいで折ってしまったのですから。その日の夜、慌てたように先生から電話がありまし

た。電話を取ったのは母ですが、そばで聞いていると、先生は受話器の向こう側で平謝

りをしている様子でした。

しかし母はその時、こう答えたのです。

「し、やいや先生、気にしないでください。うちの息子の転び方が悪かったんだと思います。

怪我したのはうちの息子のせいです。明日からも気にせず、いろんな子を投げ飛ばして

下さい。 J

その時の態度は、わが親ながら立派だと感じたものです。母親からはあまり教えられた

ことはありませんが、それ以来、私はいつも次のことを心掛けるようにしています。

何か悪いことが起こった時は「身から出たサビj。つまり自分のせいだと考える。先生に

投げられた時、自分がちゃんと受け身さえしておけば怪我をしなかった。そのために三

カ月程柔道ができなくなりましたが、それも身から出たサピなのだと。

逆に、いいことが起こった時は「おかげさまj左思う。確かに自分が努力をしたためにう

まくいくことはありますが、実はその割合は少なくて、周りの人の助けがあって初めて

物事はうまくいくものなのだと思います。
、主一一』、込 一一ι 、ミ－－ 、，~ d” ,p .,~ 
......-:::5・,7 -・n --,,,., －ーキ『－ミマーミマ~ミぐ－

【支援金の振込先｝ 郵便振替口座： 番号＝00830-2・50411

名義＝全国パーキンソン病友の会 愛知県支部
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医療こぼれ話パーキンソン病のやせと便の話

名古屋大学平山正昭

世界では、飢餓が問題になっているにもかかわらず、多くの先進諸国では肥満が問題に

なっています。もともと日本という国土は痩せた土地でありそこで生きてきた日本人は、

少ない食事でも体に溜め込もうとする体質になっているので、アメリカのように油を中

心とした食生活になるとすぐに体重が増えてしまいます。アメリカなどでは日本人と違

ってあまり食事を楽しむというようよりピザやコーラを中心にカロリーを取る食事をし

ています。このような食生活は、貧しい労働者に多いので、昔と違って健康食品を食べ

運動をしているが痩せている人がアメリカではむしろお金持ちと言われています。また、

アメリカでは痩せていない人は、自分の体の管理ができない左して上司にはなれないと

されています。日本ではまだ太った上司が多いようですが、日本もいつか肥満している

人間は出世できない時代が来るかもしれません。

さて、パーキンソン病の人が外来にかかってくる。太った人を見ることはほとんどあり

ません。では、パーキンソン病になりにくい人はタバコを吸う人で（だからタバコを吸

いましようと言っているのではありません。タバコはそれ以外の害が出ます）、なりやす

い人は神経質な人と言われています。では、パーキンソン病は痩せた人がなり易いのか

というと、今までの報告では、体重オーバーの人のほうがなりやすいとするものや、体

重と関係ないとするものはあっても痩せたらなり易いとし、う報告がありません。

実際に、患者さんに聞いてみると“昔は太ってたのですよ。この病気になってから痩せ

ました”と言われます。ですから、痩せすぎと言うよりはちょうどいいぐらいの体重に

なっていることが多いのですが。

体重変化を研究した論文があります。ChenさんやUcさんという人が報告していますが、

どうやらパーキンソン病になる前、約2-10年から徐々に痩せてきてパーキンソン病が発

症すると更に痩せるのだそうです。そして、ある程度痩せた所で一度痩せるのが止まり、

また病気が進んでから食事が食べにくくなると痩せるようです。

ではなんで、痩せてしまうのだろう？素朴な疑問です。パーキンソン病が進むと飲み込み

にくくなるので食事が取れなくて痩せるかもしれません。また、パーキンソン病の運動

障害が出ると、体が硬くなって動くのにも余計にエネルギーが必要なのかもしれません。

また、時に振戦やジスキネジアといった余分な運動をしているので、その運動効果でエ

ネルギーを使っているのかもしれません。でも、これら全ては、パーキンソン病が起き
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てからなら説明がつきますが、まだ運動症状が出る前から痩せてくるという説明にはな

りません。

では、パーキンソン病になる前はやや欝傾向になってしまって時には精神科に受診して

しまうことがありまます。欝だと食欲がわかず食べなし、から痩せるのではなし、かとも考

えられますが、先ほどの報告を見ると、食事の量は変わらないもしくはむしろ多くなっ

ているそうです。

そう考えると、パーキンソン病になる前から食べても太らない体質、基礎代謝が充進し

ているか、食べ物の吸収障害が存在しているかのどちらかしか考えられません。基礎代

謝に関しては、殆ど変わらないそうです。したがって、吸収障害が起きると考えるのが

妥当でしょう。

PDの前駆症状として便秘が知られています。ホノルルの疫学調査で、は，便秘患者では

PDへの移行が多いと言われています。さらに，便秘がある患者の中にLewy小体が見ら

れることがあり、 PDへの移行が考えられています。特に、便秘が高度であればあるほ

どLewy小体も多く存在していると報告されている。PDの腸管は、大腸だけでなく、小

腸や胃、食道の粘膜下にも Lewy小体が蓄積することが報告されています。臨床的にも

便秘だけでなく胃逆流症候群などの存在が知られ、消化管全体の通過障害が報告されて

いる。吸収に関連する消化管ペプチドの障害も報告されている。すなわち、 PDの病前

症状である便秘のときから、 Lewy小体が存在することは，病前にも消化管ペプチドの

障害や通過障害、 Lewy小体そのものによる粘膜での吸収障害が存在している可能性が

あり、食べても吸収されていない体質になっている可能性が考えられます。

ではこの痩せるということを何とか予防できるでしょうか？

痩せの治療ですが、十分な効果があるとした報告はありません。吸収障害に関してそれ

を改善させる方法は報告されていません。しかし、固縮やジスキネジアが存在する場合

にはその治療が一番です。持続的ドパミン治療や近年使用される持続的なドパミンアゴ

ニストにより wearing-offや振戦を治療することが必要です。二次的効果ですがDBSを

行うことは、痩せにも効果が見られます。でもこれは、ジスキネジアが治ったからでは

なし、かと考えられています。薬剤治療として pramipexole（ビ・シフロール）の効果が

あったとする報告がありますが、しっかり確立したものではなく pramipexoleに抗欝作

用があるので少し元気になって食べるようになったからなのかもしれません。

途中書いたのですが、パーキンソン病の病気の原因である Lewy小体は、パーキンソン

病の発症前から腸に出現します。つまり、脳に出る前に腸に出てくるのです。これはど
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うしてなのかが私には疑問でした。以前から私は、歳を取ると便秘が多くなり、腸内細

菌が変化することがあるということが気になっていました。赤ん坊のうちはピヒズス菌
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が多いようなのです

が歳を取ると大腸菌

やウェルシュ菌が増

えるということです。

ノミーキンソン病の患

者は便秘が多いです

し、大腸菌が作る LPS

という物質は体にとっては炎症をおこすのだそうです。と言うことはもしかすると便秘

自身もパーキンソン病患者にほかつておいたらいけないことなのではないかと思い、い

つかパーキンソン病患者の便に違いがなし、かを知りたいと思いました。ところが大腸の

菌は嫌気性菌と言って、酸素に触れてしまうと死んでしまうのでなかなか研究している

人がいません。ちょうどそんな時にヤクルト研究所の人が、“便を調べることができます

よ”といってくれたので今回研究することにしました。そこでお願いですが、便の検査

に参加して頂ける人がし、れば、御連絡ください。出来れば家族の方の便も出来ればと思

います。患者さんの家族も検査したいという理由は、便などの検査だと食生活で結構差

が出てしまうので同じ食事をしている家族ならその差を少しでも小さくできるからです。

実際、肉ばかり食べている人の便や汗は、野菜を食べている人とは違います。また、ど

うしても大腸菌などの産生する毒素が体に入っていなし、かも知りたいので、採血を一緒

にお願い出来ればと思います。病院でないと採血はできないので、出来れば病院に来る

事ができて参加可能な方にお願い出来ればと思います。その時に、採便器を渡して、宅

配便で、送ってもらうように説明をします。採便の方は、住所も書いてある着払いの宅配

便ですので簡単です。来ていただき採便の仕方の手引きや採便キットを渡しその時に採

血をさせて頂きます。参加できて来ることができる時間を教えてもらえるようでしたら、

私の方から連絡しますのでよろしくお願いします。メールのほうが確実ですが

おikouneurolab@gmai1. com メールはみなさんあまり使わない人もいるようですので、

電話番号は 090-7038-3069です。私は病院にいることが多くて携帯を切っていること

が多いので、一緒に研究している研究生の電話番号です。医療相談とかはかけてこられ

でも、学生ですから対応はできません。あくまでも事務連絡だけをして頂きます。そち

らに電話していただければ、どの日に来ていただけるか相談したいと思います。また、

木曜・金曜であれば、 052-71少一1184にいることも多いのでそちらに電話をかけてもら

っても構いません。私の研究室です。よろしくお願いします。まだ、パーキンソン病の

脳の研究もしていますので、 MRIや脳磁図を一度とってみたい方がいればこちらも募集

していますのでご連絡ください。

-7-



EBMとオーダーメード治療

第 32回 パーキンソン病治療ガイドラインー非運

動症状の治療（3)-

名古屋大学神経内科渡辺宏久

1，はじめに

地球の温暖化と言われながら、今年の春は中々暖かくならないなぁと思っておりました

が、 5月であるにもかかわらず、ここ数日の最高気温は 30度前後まで上昇し、一気に夏

の様相を呈しています。皆様は体調を崩されていないでしょうか？

5月は日本で最も多くの神経内科医が集まる第54回日本神経学会学術大会が東京で開催

されます。本学会では、神経内科医が診療する様々な疾患に関するシンポジウム、教育

講演、口演、ポスターなどが多数発表されます。もちろんパーキンソン病に関する演題

も数多く予定されています。 6月にはシドニーでMovementDisorder Societyの学会も

控えています。適宜御報告出来ればと思っていますのでお待ち下さい。

今回も、前回に引き続いてパーキンソン病治療ガイドライン 2011の非運動症状に関する

項目を説明していきます。少し難しい話や、心配になる話が出てくるかもしれませんが、

皆様に出現するわけではありませんし、しっかりとした知識を持って対応していくこ左

は大切ですので どうかお付き合いください。

2，衝動制御障害・ドパミン調節障害の治療はどうするか

推奨

ドパミン補充療法薬、特にドパミンアゴニストの減量、変更、中止を試みる（グレード

C）。

衝動制御障害は、個人や他者に対して不利益な行動となるような衝動、欲望、誘惑など

に対して抵抗（自分の気持ちを制御）出来ないことで特徴づけられます。衝動制御障害

の種類としては、 1）病的賭博、 2）病的性行動充進、 3）病的買物、 4）病的過食、

5）爆発性攻撃行動、 6）自傷行為などが報告されています。また、反復常同行動やド

パミン調整異常症候群もドパミン補充療法に関連する病態として知られています。 3分

の1の患者さんは複数の症状を有していると言われています。
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病的賭博は、社会活動や家庭活動の継続に困難を伴っても、賭博をしてしまう状態を指

します。発症頻度は3見～8犯と報告によりぱらつきがあり、危険因子としては、 ドパミン

アゴ、ニストの（高用量）内服、若年発症、男性などが知られています。

病的性行動充進は、性的な思考や欲求の増大、以前には無かった性噌好異常などを指し

ます。発症頻度は 2覧～側、危険因子としては、 ドパミンアゴ、ニストの（高用量）内服、

若年発症、男性と、いずれも病的賭博と類似しています。

病的買物は 0.4～5.7協程度、病的過食は矧程度に認められるとの報告があります。爆発

性攻撃行動や自傷行為などを含めて病的賭博や病的性行動充進ほどまとまった報告はま

だありません。

買い漁りは、財政的苦難に伴っても抵抗出来ない、目的の無い買物を、「何かを買わずに

いられなしリという衝動で続ける行為を指します。頻度は 0.4%～3.6怖との報告がありま

す。その他、夜間に生じやすいむちゃ食いも認められます。

反復常同行動は、「常に同じ行動を反復するJ、すなわち物（書類やハンドバッグなど）の収集、

移し替えや整理、機械の分解とし、った複雑な行為を取り付かれたように、過剰に、また目的無く

繰り返すことにより特徴付けられます。発症頻度は 1.4%～14%、危険因子としては、レボドパやド

パミンアゴ、ニストの高用量内服が知られています。

ドパミン調整異常症候群は、は 2003年頃に欧米のグループ。から提唱された用語で、 ド

パミン補充薬（に対する病的な依存症を指します。本症候群は、パーキンソン病に伴う

運動機能異常を緩和するのに必要以上な用量のドパミン補充薬を必要とし、薬を過剰に

蓄え探し求めてしまう、ドパミン補充薬の減量を頑なに拒否するといった特徴があり、

様々な社会的生活や職業機能が障害されます。気分の変動が大きく、 ドパミン補充療法

の減量に伴い、不幸感、抑哲彦、不安などを示すことも知られています。頻度は3九～5犯と

の報告があり、危険因子としては、若年発症、アルコールや非合法薬への依存の既往、

衝動や興奮を求める性格などが知られています。

治療の第一歩は、早期発見にあります。特にご家族しか気づかない場合も多いので、ご

本人を含めて、周りの方々が本病態を知っていただく必要があります。ただし、過剰な

先入観は禁物で、賭け事、性行為、買物、食事などが「病的」であるか否かは専門医に

よる判断が大切になります。
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もう一つの治療の第一歩は、特に我々に関わることであるのですが、衝動制御障害の起

こりやすい方には十分な注意をして処方内容を考えていくことです。 ドパミンアゴ、ニス

トを処方する際、特に若い方には衝動制御障害の病態を説明してから処方する、処方中

には定期的に病状を伺う、賭博癖のあった方、アルコール依存のあった方、衝動的な面

が強い方などにはアゴ、ニストは控えるといった対応も必要になってきます。

病的賭博には運動症状の増悪に留意しながらドパミンアゴ、ニストの減量、変更、中止が

有効とされています。アゴ、ニストの変更については決まった方法はありません。アゴ、ニ

ストによる差も明らかではありません。あるアゴ、ニストから別のアゴ、ニストに変更して

良くなることも、一時的に良くなって再発することも報告されています。また、アゴニ

スト以外の薬剤が原因になっている可能性もあります。抗うつ薬、カウンセリング、断

酒会のような患者会への参加も奏功例が報告されています。また、ご家族や介護者の監

視や制止も有効とされています。

性欲充進、買い漁り、むちゃ食いには、 ドパミン補充薬の減量、中止、変更が奏功する

可能性があります。反復常同行動には、減薬、選択的セロトニン再取り込み阻害薬など

が試みられますが、明らかな効果は無い左されます。薬物調整後も改善がみられない場

合には、視床下核の脳深部刺激術も考慮されます。しかし、悪化や、むしろ誘発された

とする報告もみられます。

3，認知症が合併した場合の薬物治療はどうするか

推奨

パーキンソン病の認知症に対しては、ドネペジルを試みる。

James Parkinsonの原典で、はパーキンソン病に認知症は伴わないと記されていました。

しかし、薬物治療が進歩し、当時とは比べものにならないぐらい予後が改善した結果、

ご高齢の方や長期の方の中には認知症を伴う場合のあることが知られてきました。

パーキンソン病の認知症には、アノレツハイマー病に対して用いられるコリンエステラー

ゼ阻害薬が推奨されています。 2011年のガイドライン作成時には、ドネペジルしかあり

ませんでしたが、現在はガランタミンとリパスチグミン皮膚貼付剤を用いることが可能

です。

その作用機序ですが、 ドパミンと同様に神経伝達物質に分類されるアセチルコリンの分

解を予防し、その作用を賦活化することで認知機能の改善に働くと考えられています。
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実際、リパスチグミン、 ドネペジル、ガランタミンとも有用とする報告があります。

3剤の中で、どの薬が一番良いのかについては、比較試験がないので分かりません。 ド

ネペジルは、最も使用経験のある薬で、アセチルコリンエステラーゼに高い選択性を有

し、長時間作用型という特徴があるため 1日1回の投与で良いという特性があります。

ガランタミンはアセチルコリンエステラーゼ阻害以外に、ニコチン性アセチルコリン受

容体に結合し、受容体の感受性を高める作用を有しています。半減期はドネベジルより

短く、 1日2回の投与を必要としますが、副作用が出ても服用を中止することで、すぐ

に改善することが期待されます。リパスチグミンは、アセチルコリンエステラーゼ、阻害

以外に、ブチルコリンエステラーゼ阻害作用を有し、さらなるアセチルコリンの増加が

期待される薬剤です。唯一の貼付剤で、消化器系の副作用の頻度が低いとしづ特性も有

しています。

アセチルコリンエステラーゼ阻害薬の副作用としては、振戦の増悪、下痢、悪心、日匝吐、

食欲不振といった消化器症状、頭痛、めまい、徐脈などが知られています。既に多数の

アノレツハイマー病患者さんに対して使われている薬剤で、安全性は十分確立されていま

すが、特にご高齢の方では副作用に十分留意しながら使う必要があります。

6，第31回のまとめ

今回は 2011年パーキンソン病治療ガイドラインから、衝動制御障害・ドパミン調節障害、

認知症についてお話をしてきました。専門用語が多くて分かりづらい点もあったかと思

いますし、説明も不十分で、あると思っております。ご容赦いただきますとともに、今回

の話題は、過去の本誌でも取り上げておりますので、お持ちの方はご確認いただけまし

たら幸いです。

官頭にも記載いたしましたが、運動制御障害、 ドパミン調節障害とも、お読みになって

いて心配になってくる症状かと危倶します。ただ、これは皆様に出現する症状ではあり

ません。また過剰な内服が問題となる可能性はあるのですが、だからといって治療効果

が不十分で＼動けるのに動けない状態となってもいけません。最近は、むしろ治療効果

が不十分の方が多くなっているとの指摘もあります。どうか、主治医と十分に相談して

いただき、その時々で自分に合った最も良いバランスの治療を受けてください。
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総会に参加して

中部学院大学鵜飼久美子

4月28日（日）の総会および医療講演会は、晴天にも恵まれて、例年のように盛

会でした。これも、役員の皆さまのご尽力ですね。本当に頭が下がります。ありが

左うございました。

この日は、とても有意義な一日でしたが、今回は体験発表について書いてみたいと

思います。

発表は、伊佐次靖司さん、大津慶明さん、真弓裕行さんのお三方でした。それぞれ、

発病からこれまでの経緯を丁寧に述べられました。三者三様、これまで経験してこ

られた山あり谷ありのお話でしたが、共通点も多くありました。

その中で特に大切だと感じたことは、皆さんが前向きであることでした。そもそも、

あの場で発表することが前向きですね。そのことが、どれだけ聴衆として聴いてい

られる会員の皆さんに勇気を与えたことでしょうか。来年の体験発表には、今回出

席されなかった皆さんで会場までお越しになることが可能な方々は、ぜひともお出

かけください。

きっと勇気と気力が湧いてくることでしょう。これは、目には見えない“薬”です

ね。

それから、もう一つの共通点はご家族の支えですね。素晴らしい連携プレーです。

支えは、夫であったり妻で、あったり、親で、あったり、または時には子であったり、

兄弟であったりでしょうね。もっとも、家族といっても、時にはケンカもあるでし

ょう。でも、基本は家族愛ですね。粋がより強いということでしょうか。考えてみ

ますと、これは世の中のどの家族も同じです。そういえば、東北の大震災以降、“紳”

としづ言葉がよく聞かれるようになりました。体験発表は、よい機会でした。私も、

家族との関係を再認識し、家族愛にもう一度目を向けてみたいと思います。

十号イ守’7音楽寝法予定
6月 11日（第2火曜日）

8月 6日（第1火曜日）

7月 9日（第2火曜日）

9月13日（第2金曜日）

※9月だけ都合により金曜日です

時間 ： 午後2時15分～3時30分（休憩 10分）

場所 ： 名大病院広場ナディック（新中央診察棟2階）

問い合わせ・申し込み： TEL&FJほ 052-834-4150 （鵜飼久美子まで）
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発声トレーニングの手順
ふ

ポイント 1 . できるだけ、大きな声を出しましょう。越本

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

2. 口の動きを、意識しましょう。

3.鏡を見ながら、やってみてもよいでしょう。

4.トレーニングを行ったらカレンダーに記録をつけて

みましょう。

トレーニング内容

顔の運動

頬、額、あごを指先でマッサージ

口の運動

① 口を大きく開けたり閉じたり

②顔をしかめたたり、緩めたり

③ 頬に怠をためて膨らませる

④ 口をすぼめて息を吐く

「舌・口唇・咽頭に有効な母音、子音Jの発声

（ゆっくり、あるいは速くなど速度を変えて発声する）

①う一、い一、 う一、い一、 う一、い一、 う一、いー

〆主主、 。 。 。 。 。 。
包）ノ、ツ、ノ、ツ、ノ、ツ、ノ＼ツ、ノ、、ツ、ノ、ツ、ノ＼ツ、ノ、ツ

③タッ、タッ、タッ、タッ、タッ、タッ、タッ、タッ

④カッ、カッ、カッ、カッ、カッ、カッ、カッ、カッ

深呼吸（口をすぼめて、ゆっくりと息を吐き、吐ききったら、

一気に鼻から吸う）

「あjの発声

大きな声で、出来るだけ長くのばしましょう。

( 3 0秒を目指してみましょう。）

fあJのボルタメント

①低い声から、サイレンのように高い声に上げていき、

そのまま高い声で伸ばしましょう。

②反対に高い声から、低い声に下げていき、

そのまま低い声で伸ばしましょう。

言葉のトレーニング

日常よく使う言葉を大きな声で言ってみましょう。

例えば、「こんにちはj fありがとうございましたj fいただきますJ

-13-



止に大日本住友製薬
Jミ www.d -ph 

E・孟畑町．

司副．，川GlaxoSmithKline

生きる喜び を、もっと
Do more, feel better, live longer 

グラクソ・スミスクラインは、研究に基盤を置く世

界をリードする製薬企業です。中枢神経領域、呼

吸器領域、ウイルス感染症、がん治療領域などの医

療用医薬品やワクチン、 fコン夕、yクjfアクアフレッシュj
fポリデントjなどのコンシューマーヘルスケア製品を通じて、
人々がより充実して心身ともに健康で長生きできるよう、生活の

質の向上に全力を尽くすことを企業使命としています。
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タラクソ・スミスクライン椋式会社

干151・8566東京都渋谷区千駄ヶ奇4・6-15GSKビル
http://glaxosmithkline.co.jp 

生活とリハビリテーションについて 6 
～ 日常に、リハビリテーションを生かしてみよう ～ 

本町クリニック 理学療法土近藤将人

皆さんこんにちは。 子どもの日も終わり、 気が付けばもう 6月になってしまいました・・・・（〈一八；）

月日がたつのは早いものですねD 子供のころは、もっと一日が長く感じられましたが、この頃は、

毎日がものすごく速く経過していくような気がしますね・・・ 年齢でしょうか？

ゴールデンウィークも終わってしまいましたね・・・ 。 皆さんは、どんな行事や、団繁の機会が

あったでしょ うか？ 僕は、妻の実家で義理の父と母、妻と僕の 4人で、ゆっくりさせて頂きました。

その時に、お母さんから、「遠方の親戚のもとにつれて行ってくれなし、か？」と言われ、運転をして

ご一緒させていただきました。 もう、何年も会っておられなかったとの事。 親戚の方が大層なお

もてなしをしてくれて、とても恐縮するとともに、この機会をとても喜んでくれている義理の両親と

親戚の姿に、なんだか、自分までとても嬉しくなってしまいました口

ツイ ッターやフェイスブックといった、 ソーシャルネットワークのおかげで、デ、ジタルな繋がりが

進化した現在でも、人と人が同じ空間の中で、同じ空気を吸いながら、顔を見て話し、お互いを気遣

い合うというアナログなコミュニケーションの良さを実感する事が出来ました。 ( ---) 

毎日、顔を合わせ、話をしたり仕事をしたり、生活をしている人達や、当たり前のように過ぎ去っ

ていく毎日の事柄、我慢するでもなく口にしてしまう当たり前の食事やお菓子などには、何も感謝の

気持ちもわかない事が多く、惰性で過ごしがちになってしまいますが、なかなか出来ず苦労をして出

来た事や、我慢して我慢して、お腹をすかして食べる食事の旨さ、なかなか簡単に会う事が出来ない

人にようやく会えた時等、口では言い表す事が出来ない感動や感激を味わう事がありますよね。

「朋あり遠方より来る、また楽しからずやJで、あったり、「勿体なくありがたしリという事をあら

ためて感じました。 「人Jという字は人間と人聞がお互いに支え合っている姿がもとになっている

という話を聞いたことがあります。 あらためて、僕自身も、皆さんとの繋がりと、この機会を与え

て頂いている事に感謝させていただきます。

さて、今回は、友の会の会員のT様のご協力により、お困り事にアドバイスする形で、ご自宅の中

での生活で生かす事の出来るリハビリについてご紹介させていただこうと思います。 パーキンソン

病はその症状から、日常生活に大きな支障をきたすことが知られていますが、皆さんそれぞれの環境

の違いや年齢、性別、役割等の違いから、皆さんそれぞれが違う状況での悩みを抱えているかもしれ

ませんね。 少しでも皆様の生活に役立つ事があれば幸いです。
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会員のT様の生活とそのお困り事

お困り事と気になる事

午前6:00ごろ起床

45ごろ朝食服薬

7:0 0ごろ体操ボイストレーニング

8:0 0から 30分ほど歩行訓練

＊ この時間が動きづらい時間との事

その後は、パソコンなど座ってする事が多く、お昼

ごはんの直後などは動きづらい事も多いようです。

午後 18:00ごろ夕食。 お食事の後散歩などをす

際にも動きづらさを感じる事が多いようです。

午後 21:00ごろ服薬。 その後入浴などをへて就寝

服薬直後は、調子の悪さを感じることも多いよ うです。

・歩行時のすくみで移動が困る。 ・小声に因っている ・寝返りがしづらい ・字が小さくなる

・杖が邪魔になる事がある ・足が動かない事がありお風呂で図る事がある ・たまにムセる

・車いすや椅子等に向きを変えて座る時に困る ・蒲団が思うように動かせない事がある ・腰痛

・電話の声が小さい ・動きが悪い時等にときどきストレスを感じる時がある などなど・・

お困り事はあるものの、出来るだけ、ご自身で出来る事はご自身でするようにして、日常生活は自

立されているようです。 ご家族への心配りも厚く、お話を伺いながら、参考にさせて頂く事ばかり

でした。 何より、友の会の「A （明るく） T （楽しい） M （毎日を！ ) Jの精神を実行されておら

れるように伺え、奥様の温かいお気持ちにも心を打たれました。（《ー《 ）

リハビリを外来対応している時にも、みなさんから良く伺う事でもありますが、実際の生活の中で

の、移動、起居動作などにお困りの様子がうかがえました。 特に、歩行時の「すくみ足Jや寝返り

の際「無動Jでは、お布団の操作などにも支障をお感じになっておられるようですね・．．

病院内では、訓練や診察の際に、上手に歩く事が出来てしまっても、実際の自宅内での生活では、

すくんでしまう事が多かったり、向きを変える際に不安定になってしまったりなど、リハビリの時に

は見る事が出来ない実生活でのお困り事があるようでした。

みなさんは、どうでしょうか？ 診察の時は良くても、家ではうまくし、かない事ありませんか？
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パーキンソン病と生活対応

そこで、実際にどのようにお困り事に対応しているか、お話を伺う事にしました。

小~忽殺事惨事事量繁ti)議5撃にfil,りやれλもので＂· ·ィス穫
期(I)方微少竜安どを棄の緩怒どでス0時ブをつ〈り5愛媛f¢＜し
家すが、自陣＜.：とがで象者長方滋ill？カラ叫守叩ブでF聖書量で

あることの慰霊誌をて対すること•1:>明つの方法です．

機綿織轍鱒鱒鱒織．轍織繍鱒鱒鱒糊鵬鵬綿織一端

； 絵 入浴のポイント畿 北 : 

: (1鴻 憾できるだけ械の良い時鵬械ぶ 護

護（2）お3農の謙譲iま401長〈らいが灘鶏 謀

議持｝特に冬場者言ど獄、総数織を識かくしておく 襲
撃納入滋錦織はW分〈もいが灘幾＠体カや好みにあわ 護

憲 せて少しずつ持織委の戒す 型
打；織への織入りを審議にし、科判踏み合、埼り き

i 帥仰はどを鑑える料、機鮒秘的 i
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! 測が問会〉鋭的
議 λ糊動会繍
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襲
撃
議

議
建議繊細繍轍機構轍灘署織

盤轡醸機購護軍 〈やりやすい方議を簿んで〈ださい〉

.，こ敬意Jt守けた手すりおるいは費解お浴鎗てすり｛パスア叩ふ｝絡を謹
り狩Jtずつ議鎗は入.t>.. 

襲
撃
議
議
選
議
譲
事
櫛縄問揃

織の3こブ包ン鯵またはおt.{. 浴車舎のよEブtlン緩またi衣食や

どに司i:-~つ傘、~患ずつ港鎗 イスf,Jどにひとまず麓鈴tす、

fこ入る＠ 9キ足ずつ浴車摩fこ入~。
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理器げてr~i. 九
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前に挙げたものは、 2002年に「マックスjで別冊として刊行された、「リハビリテーションハンド

ブックjの中から、ご自宅の中の「環境整備」と「入浴時の注意点Jの項を参照した図です。

T様も、ご自宅では様々な部分で生活上の［環境整備」や「生活動作をスムーズにするコツJを実

践されておられました。 ご本人の許可を頂きましたので、ここで少しご紹介いさせて頂きます。

写真① 写真② 写真③

写真④ 写真⑤ 写真⑥

ご自宅内での、歩行時のすくみや、一歩が出にくい時などのために、（写真②）のように、廊下に

一歩が出やすくなるように、テープで目印を付けたり、廊下に手すりなどを付け、いつでも体を支え

る事が出来るように環境を整えておられました。

屋内での歩行は、手すりを使うだけではなく、タイヤのついた歩行器（写真⑤）を使い、この歩行

器は上から押す事でブレーキがかかるようになっていました。 どうしても一歩が出づらい時等は、

奥様が、ご主人の一歩前に足を出し（写真⑥）、それを超えて行くように一歩を出しておられる等、

生活の上の歩行移動には、様々なコツが生かされています。 特に印象的だ、ったのは、生活導線上に

は余計な物が置いておらず、片付けられており、スムーズに歩く事が出来ておられました。
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自宅内での各部屋への出入りの際は、段差の解消が出来ていて「バリアフリー」に、入口などは、

開き戸ではなく引き戸になっており（写真①）、出入りもスムーズに行う事が出来ています。 洗面

動作の際にも鏡の前で腰かけて行う事が出来るようになっており、立ってバランスを崩す事がないよ

う配慮されています。

（写真③）は、ご自身が、日中を過ごすことの多いパソコンの前です。 高さの調節が行え、重心

の安定があり、動いてしまう事が少ない安定した椅子をお使いになっており、椅子に座る際などでは、

机と椅子をしっかり持ちながら安全に座ることが行えるようです。（写真④） パソコンの時間に長

時間お座りになる事で、腰痛になったり、体が固くなる事を予防するために、足をのせる台の設置と、

肩たたきや棒体操を行っていつでもストレッチが行えるようアドバイスを行いました。

ご自宅の中でのリハビリは、階段を使った踏み台昇降を、体調に合わせて行っておられるとの事、

外での散歩や、歩行時のすくみに、「二人三脚jで歩くとスムーズに歩ける事もアドバイスして頂き

ました。

歩く時や、方向転換時の注意点を以下の図に示しますね。

2辞意ながもの方禽毅擦の鱗議

欝蓮華麗犠〈ら

いに糠怠箆f
IIさせないよ
うに多奪撃がら
方向委Iえる

舎震をつま発：1
'/Jllも.tt守、急告 、，
尚もつ〈よ部二
践す

’E約二義務と傘じよ
る繊毛主義？毒ti)る
場鱒、観t義援
絡すようiこする

立ち上がりと方機転換の鱗

-aっと警も着癒すると意もア
？ ＼ ゴ警警！いてお乙ぎをするの
に号、if ，ノ ぬ・＇）. ..（潟湯割見込ん

怒りi撃に護下し~い
よ昔話鴻げること

。発動tがい
る議t獄、.
鉢鈴！二富島f撃を
縫恭し4号令書E
ど牽制する

リハビリテーションハンドブック 2002 3 イーライリリ一社参照
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ご本人のお話を伺いながら、生活の中でどうしても「せっかちjであったり、「急いでしまうJ事

が、多くなりがちなので、「ゆったりJせいかっするように心がけておられるとの事。 参考にな
り

ました。 そこで、皆さんにも、少しだけカを抜いて生活が行えるように、リラックス体操をアド
バ

イスさせていただきますね・・・（ ---) 

体子”’ レトスと

針
似

冊

子

参事跡、漂呼吸 肩奄竜彦＜b)-C落としをJ1'9 首筋G)筋肉事伸博し参しよう

体と昆ぬストレv千奄し宅：お寺し志？I 

10敬えるくSるいc;)長さをゆっくり息奄吐§、大きくし参しようII 

さてさて、今回のお話はいかがだったでしょうか？ 僕自身もあらためて、みなさんそれぞれのお
話

を聞き、より生活に密接したアドバイスを行う事が大切だと気付かせていただ、きました。

あらためて、ご教示頂いたT様に感謝させていただきます。 本当にありがとうございました！

今回、このように貴重な会員様のお話を伺うに当たり、今後はこういう形で皆さんの声を聞きなが

ら紙面に反映させて頂く事も良いなぁと感じました。 是非皆さんのお困り事を事務局を通じてお
伝

えいただければと，思っています。 これからも、よろしくおねがいいたしますね 仁－ -) 
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全国パーキンソン病友の会愛知県支部

平成25年度総会・医療講演会

副会長浅井利一

平成 25年 4月 28日（日）、名古屋市福祉会館において、愛知県ノミーキンソン病友の会

の総会・医療講演会が行われました。ゴールデ、ンウィークの初めですが、朝早くから多

くの方のご参加を頂き、会員の皆さんの本会への熱い思いを感じさせられました。

益田利彦会長の挨拶に続き、平成 24・25年度の活動、収支が会員の絶大なご支援で

承認されました。会員の皆さん、今年度もよろしくお願いいたします。

大変お忙しい日程をわざわざさいてご出席くださった顧問の名古屋大学医学部准教授

の平山正昭先生。友の会の応援団長でもある平山先生から励ましのお言葉を頂きました。

いつも友の会を気にかけてくださる先生には頭が下がるばかりです。 7月27日（土）小

牧市で先生による講演会を行います。会員の皆さん、是非お出かけください。そして平

山先生と接する機会を大いにつくっていきましょう。

続いて体験発表が行われました0 3組の方に発表山ただきま比o や／
初めは伊佐次靖司さんです。春日井市にお住まいで、病歴は 8年。手品の同好会に所

属し、マジックを通して、多くの人を喜ばせ、元気づかせる活動に励んでおられます。

2番目は大津慶明さんです。常滑市にお住まいで、病歴は 12年。現在愛知友の会の副

会長です。今は優しそうな感じですが、泣く子も黙る柔道5段の猛者でもあります。

最後は真弓裕行・潤子さんです。豊橋市にお住まいで、ご主人が病歴 9年。奥さんの

潤子さんの力強いパックアップを受け、 2人3脚で、病気に立ち向かっています。

午前の最後は、 ATMの歌の時間です。中部学院大学准教授であり、音楽療法士でも

ある鵜飼久美子先生のご指導で、大声を張り上げて歌いました。時間の関係で 2曲しか

歌えませんでした。 ATMの歌は、友の会の愛唱歌、応援歌でもあります。千昌夫の星

影のワルツの替え歌でもあります。 1日に 1度は大きな声で歌いましょう。

鵜飼先生も、友の会を励まし元気づけてくださっています。ありがとうございます。

ATMの歌（星影のワルツの替え歌）

一度かぎりの人生だ

大事にしようよ この命 愈

仲間で ATMの歌を歌おう

との世で生まれた幸せを

t41；：‘み んなで とーもーに手をつなぎ
~~ .. 7；明るく 楽しい 毎日を
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昼食・懇談の時間となりました。このひとときが、いちばんリラックスできます。

1日日程は病気の方からは 少々きついところです。しかし、普段には接触し合うこと

のできない会員の皆さんにとっては、絶好の交流の場です。病気などの情報を交換し合

ったり、旧交を温め合ったりし、病気への前向きな姿勢を共有し合える最適な機会です。

280名の会員さんの一人でも多くの参加をお待ちしています。

山尾佐知子さんの作品です

。作品を出品された方を紹介いたします。

今一つは、会員が工夫をこ

らした手づくり作品を鑑賞

するひと左きでもあります。

手の動きにくさにめげずに

6名の会員の方が作品を出

品して下さいました。どの

作品も素晴らしくそして、

アイデアに富んだ魅力的な

作品ばかりです。

作品をつくっている時は、

それに没頭して、皆さん「自

分がパーキンソン病である

ことをついつい忘れているJ

とのこと。素晴らしいです。

0浅井志津子さん （会員の似顔絵、雪の妙高山の絵）

O風岡初代さん （野に咲く花）
0肥後ひとみさん （切り絵、ブローチ、エンピツ立て）

O松雄昌博さん （小物入れなど）

0益田 緑さん （機織りでつくった布の敷物など）

O山尾佐知子さん （折鶴300個、メッセージっき）

午後からは医療講演会で非会員の方も参加されました。明るく気さくな餐場先生、長

身でイケメンの清水先生より、図示された資料で、患者の目線に立って話して下さいま

した0 ・転倒予防対策の実践化への意欲がみなぎってきました。ありがとうございまし

た。空の青さと同じ、すがすがしさ一杯の後ろ姿が、福祉会館に溢れていました。

皆さん既にご承知の山中伸弥教授の ip S細胞研究への支援金の協力をお願いしたと

ころ、 27,000円もの協力を頂きました。ありがとうございました。莫大な研究資金へ

の一助となりました。ちりも積もれば山です。今後も支援の協力をお願いします。

会の運営に製薬会社の方の 1・ェフピ一様・日本ベーリンガーインゲルイム様
ご協力をいただきました。感謝です。 I .大日本住友製薬様・ノパルテイスファーマ様
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｜平成25年度体験発表－11

出会い

春日井市伊佐次靖司

皆さんこんにちは。

私は春日井市高蔵寺ニュータウンに在住の「伊佐次jと申します。

今般友の会愛知県支部の事務局原田さんから 》E：、ι 
体験談発表についての依頼がありました。 I . ~ , 

そこで今回の機会を自己の経緯を振り返ると同時に、v，、
現在から将来に対するパーキンソン病患者としての

生き方を考えてみたいと思いました。

1.現状は次のとおりです。

a.発症日：平成16(2004年）年 11月 19日

b.医療機関：春日井市民病院神経内科平成16(2004年）年 11月19日以来現在まで

3071日間。

C.診察医師：野崎康伸先生平成20(2008年）年6月 19日～平成25(2013）年4月16日ま

で4年5カ月間。

d.内服薬：シンメトレル、マドパー、エフピー、ミラベックス、ブルゼニド

（パーキンソン病以外：アロブρリノール、ブロプレス）

e.特定疾患医療給付：受給者票交付済み

2.時系列的に述べさせていただきます。

私はパーキンソン病になる前に欝病を経験した過去があります。

平成 13(2001)年4月11日から8月までの 4ヶ月間で心療内科に通院しました。これ以外

に特別な病歴はありません。

この時私に病院で診察を受けるようにと妻の勧めがあり、春日井市の東海記念病院の心療

内科福田先生に診察を受けに行きました。

家内の兄が私の様子を見て「欝なのではないかと言っていたし、自分もそう思ったjと言った

ように当初から家族は私の異状に気がついていました。

平成 13(2001）年8月1日最後となる診察に東海記念病院に行きました。欝病はこれで治

まりましたが何故かこれとの関連が気になっています。

以降はパーキンソン病の件に移ります。

平成 15(2003）年夏頃 家内が既に私の所作動作（特に箸の使い方）の異変右手の

働きが悪いのに気が付いていました。

平成 16(2004）年 10月29日春日井市健康管理センターで総合検診を受診しました。

-23-



平成16(2004）年11月11日検診結果の面談時に保健指導医佐藤（寿一）先生と指摘され，

た項目について先生から各検査項目の結果説明を受けました。最後に「自覚症状jの記入

欄に来ました。そこには検診時に看護師に話した内容が記入されていました。「言葉がもつ

れる、右手の動きが悪いこと、手足がしびれる、背部痛がある、胸部が痛しリなどが記入さ

れていました。更に説明を求められました。

これを聴いた上で保健指導医佐藤（寿一）先生が「春日井市民病院の神経内科へ行きな

さいjと紹介状をしたためてくださいました。

これが終生付き合うことになるパーキンソン病との出会いでした。

平成 16(2004）年 11月 19日 春日井市民病院神経内科に紹介状を提出して診察を受けま

した。その結果担当の新美（芳樹）先生から「脳の検査をしま

しようJと言うことになりMRI検査の予約をました。

平成 16(2004）年 12月 3日 神経内科MRI検査を受けました。新美（芳樹）先生から「パー

平成16(2004）年12月13日

キンソン症候群の可能性があるJl:v、われました。

この時初めてパーキンソン病なる病名知りました。パーキンソ

ンと言えばパーキンソンの法則が浮かびましたOパーキンソン

と言う人名は知っていましたが、それはイギリスの歴史学者・

政治学者で、パーキンソンの法則で知られる人のことでした。

病名と説明を聞いてもどうゅうことなのか明確に理解できませ

んでした。

ノミーキンソン病が「難病で、あるjと説明を聞いて暗い気持ちに

なりました。家内も同様でした。

神経内科でアイソトープ検査も受けました。その結果は「やは

りパーキンソン症候で、すと言われ、シンメトレノレ錠を朝昼タに

各 l錠とマドパー錠の服用を開始することになりましたO

こうなって初めてパーキンソン病に関する情報が種々あるこ

とに気が付いていきました。

平成 18(2006）年5月 18日 市民病院神経内科担当医師異動転任新美（芳樹）先生

(479日間）→梅村敬先生

右足が重く動きが悪いと話したこともあり車の運転を止めるよ

うに指導されました。

家内から食事の時に箸の動きが遅く持ち方が悪くゆっくりで

時間がかかる。

文字が小さくしか書けない。顔の表情がないなどの説明をし

ました。
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平成 18(2006）年 7月初日 担当医師梅村敬次郎先生から再度車の運転を止めるように指

導されたために以後運転を止めました。

平成18(2006）年11月 16日 診察日症状にあわせてピ・シフロール錠を新規に朝、夕各1

錠服用となりました。

平成 19(2007）年9月 21日 春日井市の広報誌で「神経系難病患者家族教室jが開催され

患者とその家族を対象にした講演会と家族の交流会であるこ

とを知り家内と一緒に出席しました。講師は春日井市J病院理

学療法土岡崎誉先生でありました。 九

その会場で春日井保健所の保健師白崎（節子）さんに出会い

「パーキンソン病ならパーキンソン病の会があるので入会して

みたら色々な情報が得られるのではなし、かjとアドバイスを受

けました。「その会について詳しく知りたしリと言いましたところ、

「連絡先を調べてあげましょうjと言われお願いしました。

平成 19(2007）年9月 26日 連絡先としてf愛知県ノミーキンソン病友の会事務局j

(Tut0562-32-4518）を紹介されまた。

さっそく電話しましところ丹羽浩介会長宅にかかり家族の方

が出られ「入院しましたので代わりの方を紹介しますからお話し

下さしリと事務局越津博さんを紹介され入会手続きをしました。

以後は事務局越津（博）さんにコンタクトを取りました。

平成20(2008）年3月10日 10日付けで入会届けを提出して入会しました。

今回入会届け書を改めてみましたら誓約として次のように書い

てありました。

1.この会が患者会であることを認識して行動と発言をします。

2.会の基本理念である「任意と善意に基づき会員に感謝し自分

に出来ることをします。

3.会の行動指針である「希望と勇気Jの精神に基づき絶えず前

途に希望を持ちます、

とあったことを改めて思い起こしました。

平成20(2008）年3月 12日 ニュータウンマジック同好会に入会しマジックを始めましたO

入会時にパーキンソン病であることを話したところ快く「来るもの

は拒まず、去る者は追わずJの方針ですJと快く了承してくれま

した。

以来リハビ、リとボケ防止を目指しています。講習を受けてすぐに

先生から「あなたは左ききか。もしそうであれば練習の仕方が違

うjと指摘されました。右手指を使わない演技はほとんどなく同

輩に後れを取り憧慌たるものがあります。

平成20(2008）年6月 19日 市民病院担当医師梅村敬次郎J先生（662日間）→野崎康伸先

生に替りました。

平成20(2008）年8月 14日 診察日症状にあわせてピ・シフロール錠を昼に 1錠を追加服用
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することとなりました。

家内から食事の時に箸の動きが遅く持ち方が悪くゆっくりで時

間がかかり、文字が小さくしか書けないし顔の表情がおかしい

などですと説明しました。

平成21(2009）年2月25日 一日交遊会初参加しました。

平成21(2009）年 10月 16日市民病院診察日診断によりマドパー錠を朝 1錠、ナウゼリン錠

朝 1錠追加服用ナウゼリンはマドパー錠の副作用対策用に用

いました。

平成21(2009）年 11月9日

平成 21(2009）年 12月 11日

平成 22(2010）年 12月 13日

平成24(2012）年4月20日

平成 24(2012）年6月 20日

平成24(2012）年7月 5日

平成25(2013）年1月 17日

平成25(2013）年4月16日

一泊旅行会初参加しました。

市民病院診察日診断によりマドパー錠服用による副作用が認

められないためナウゼリン服用を中止しました。

友の会幹事森久子さんの呼びかけにより会長御夫妻始め近隣

に在住の会員の方々と面談でき情報を得ると共に気力が補強

され前途に「希望と勇気」を持つことが出来まじたO

市民病院診察日診断によりマドパー錠をタ1錠服用を始めた。

朝。昼、タに各1錠となりました。

「特定疾患医療給付事業受給者票J、「特定疾患り患者等健康

管理手当支給手続j申請書Jを受け取りました。

「特定疾患医療給付事業継続申請書jを始めて提出しました。

市民病院診察日診断によりマドパーを午前中の動作の改善の

ため、服用時間を朝食前にして0.5錠増やしました。

診察日診段持続性の改善のためビ・シフロール錠を止めミラベ

ックスLA錠に更新しました。

3.各論的に述べさせていただきます。

①疾病歴

a.欝病 平成 13(2001)年4月 11日～平成 13(2001）年8月 1日 4ヵ月間

b.パーキンソン病 平成 16(2004）年 11月9日から通院 8年 5ヵ月間

②現在の症状

a.薬剤の効果があることを実感しています。

b.歩行時に身体が前傾してしまい顔が前に出るたえ眼鏡がしばしばドアにぶつかります。

C.バランスが悪くふらつきますし後方に身体が突進することがあります。

d.身体が傾斜している。腰から上右へ 10度、前に8度倒れています

e.ウォーキング時前傾姿勢となりつまずきやすいです。

五左右比較すると左手、腕のほうが良く動きパラレルに動きませんO

g.薬の服用の時間がずれると右手ガしびれ振えが始まります。

h.階段を上る時に右足がつまずきますo下る時には足の裏つま先を1/4ほどを段からだ、し

ます。
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i.身体が硬くなり狭い空間が苦痛になるトイレの後始末、ブイッティングルーム使用時など

です。

j.右手に持った物を落としやすいで、す。

k.心身ともに集中力が亡くなるくすり、薬切れると共に集中力がなくなります。

③医療機関

a.春日井市民病院神経内科平成16(2004年）年 11月 19日依頼現在まで 3071日間

です。

b.診察医師：野崎康伸先生平成20(2008年）年6月 19日～平成25(2013）年4月16

日まで 1755日間です。新見芳樹、梅村敬次郎先生に続き3人目です。

C.ホームドクター：田島クリニック春日井市石尾台 5丁目です。

④内服薬

a.シンメトレノレ錠50mg 朝＊l

b.マドパー配合錠 朝＊l.5錠、昼＊l、夕＊l

C.エフピーOD錠 2.52.5mg 朝＊l

d.ミラベックスLA錠 1.5mg 朝＊l

e.ブルゼニド錠 12mg 随時＊2錠

（注）パーキンソン病以外

アルプリノール錠 100mg：尿酸の生成を抑える、

ブロフ。レス錠2m・血圧を下げる。現在は通風尿酸値クレアチニン値腎臓保護

⑤社会参加によるストレス解消

a.パーキンソン病であることを公表します。

b.1日交遊会、 1泊旅行など友の会行事には出席します。

C.ノトグループ。会合（森久子幹事）春日井高蔵寺ニュータウン近辺在住会員の情報交換会

へ参加します。

d.地元の老人会町内会行事に参加します。

e.同窓会・ゼミ仲間等との食事会に参加します。

f.趣味同好会（マジック同好会）に出席します。

g.社協関係活動（子ども応援団「地域のおじさん・おばさん」）に協力しますO

⑥リハビリ方法

a.マジック：平成20年3月 12日からはじめた。ニュータウンマジック同好会と称します。

b.カラオケ：音楽療法の代わりに実施しています。

C.ストレッチ体操：春日井市制作の DVDで毎日行し、ます。

⑦健康管理

a.春日井市健康管理センターで総合検診を毎年4月に受診しています。
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b.市民病院に50日に1回受診しています。

C.田島クリニックに月1回診察に行きます。

③感謝

a.家族ことに家内に感謝したい。

b.積極的な情報収集資料私よりも積極的に情報収集に努力をしてくれたことに感謝した

C.益田会長始め愛知県支部の方々。

d.春日井保健所の保健支所の白崎節子保険師さん。

e.春日井市健康管理センターで総合検診を受診した保健指導医佐藤（寿一）先生0

1市民病院の野崎、新美、梅村各先生。

今回振り返って見てパーキンソン病発症以来出会った様々の方々に感謝の心を持ち続けな

ければいけなし吃痛切に感じました。

・全ての方々に対して感謝の気持ちを表したいと思います。「ありがとうございましたJ。
同時に自分自身がどれだけ役に立てるかを考えさせられることに気が付きました。

以上を持ちまして私の体験談とさせて頂きます。

・パーキンソン病にあった体操・ストレッチ・マッサージを行し、ます。

・医療保険適用の為、かかりつけの医師の同意書が必要で、す、詳しくはお問い合わせください。

弊社は一般社団法人全国パーキンソン病友の会

愛知県支部様より感謝状を頂いております

，－：－：.：・．：－：：＞：・O・：：．：γ：、－：＞－：＞：：：；三日．：：；・：：：：.：：：：・.：：：：：：：・＼：－： ・．：・；－：・ ：：：：：：：：－：：：－：：：.・－：－-: :-:-:>. -:-:-. :::-：：：：：：：・：.・－： － ：： ：－ ；；：；：：三三~ ：コー可

·····• · ：·············· · · · ··········：樹メディカル在宅：マツサ？？？？！？？ジ；センタ＋f三日；；；：：：：：：
. > ::: i#!J'tダイヤル）[o1208tij4()()4 ) < 
」：；；：；：；；；：； ：：名古屋市中村区J畑江通：8-18-1tJV岩塚ビルー：；：；；＜＞）＜：：
h； ：・1 ・三；二~ －二二二~ ：－： － .・:-・.・ンン：ー．：・1・：－：－：－：－：－：－：－：－：－：－：－：－：－.：人日・：ンイ・＼・：－：〈・：－：．；： ：．；．ー γ：－ .－：－：－：・・ 一：－；ー：－－：； .－ ： －：－：・・1 ・1：・：：：：：－：・ ：： ：－：－ · ：＜~
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｜平成25年度体験発表－21

ノ《ーキンソン病とともに

常滑市 大津 慶明

皆さんこんにちは、私は只今ご紹介いただきました常滑市の大津慶明と申します。

初めての経験ですので大変緊張いたしておりますが、

どうぞよろしくお願いいたします。

今日は、私が発病してから今日までの状況や経過につ

いて簡単にお話させて頂きます。話の内容は会報62号

に書いたものと重なりますがお許しください。

私は現在65歳になりますが、パーキンソン病と診断さ

れたのは平成 13年（52歳）で約 12年になります。
認識滋，.u：証書事島幸者

最初におかしいと気付いたのは家内のほうでした。「歩き方がおかしい、前屈みになって

いるよJと言われました。忙しさもあって、半年ぐらい経ってやっと常滑市民病院へ行
って診てもらいました。外科や脳神経外科でMRI等の検査をしましたが異常はありませ

んでした。
それでも左手が震えたり、大きな声で寝言を言ったり、便秘がひどかったりした症状が

あったので、再度かかりつけの医者に相談したところ、神経内科で診てもらうようにと

言われ紹介状を書いていただきました。
常滑市民病院の神経内科で診ていただいたら、「これはパーキンソン病で、すねjと診断さ

れました。この時は今でも思い出しますが、今までにない大変なショックを受けました。

「何んで自分が！ Jという気持でした。
一番自信があった運動神経が衰えるなんてと思いました。また、病院の話に戻りますが

「パーキンソン病ですが、すぐに治療の必要はないでしょう。もう少し進んでから薬物

治療をj と言う事でした。
しかし、私よりも家内は相当なショックだったと思います。それから、家内の方が積極

的で「じっとしていても何も良くならないよJと言って、インターネットなどを使って

調べてくれました。

ノミーキンソン病については何も知らない私たちで、すO そこで愛知県にも友の会があるこ

とを知り、早速連絡を取りました。その日寺の会長さんが、丹羽浩介さんでした。快く受

け入れてくださいました。「そう心配しなくて素直に病気を受け入れて過ごしなさしリと

教えていただきました。

また、専門の病院として現在も通っています「本町クリニックj を紹介していただきま

した。
元丹羽会長さんのお話しを聞いて気持ちが楽になったことを思い出します。
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この時はまだ仕事がありましたので、友の会には加入しませんでした。

この間丹羽会長からは、何回もお声をかけて頂き感謝いたしております。

それから、紹介して頂いた本町クリニックに伺い服部院長先生に診ていただき、いろい

ろと検査をした結果パーキンソン病と診断され治療が始まりました

最初から薬で治療していきましようという事でイシードパール・カバサール・ドブスを

一錠ずつ朝・昼・晩に飲むように薬を頂きました。

現在は、 Eシードパール・エフピー・ドブスを毎食後に飲んで、います。

服部先生のお陰で進行も遅く、定年まで何とか勤めることが出来ました。と言っても声

が出なかったり急に眠くなったり、大声で、寝言を言ったり、また便秘も酷く体重が 10キ

ロ以上減少するなどの症状がありました。

退職してからは、家内の勧めもあって友の会に入会いたしました。友の会では多くの人

と出合い、いろいろなことを体験し沢山の事を教えて頂きました。心より感謝いたして

おります。

次に、現在の状況について申し上げますと、段々と体の動きは悪くなっているようです。

筋肉が硬直して、すくみ足や突進がたまに出るようになりました。何とかこれ以上、進

行しないよう音楽療法、リハビリ等に努めたいと思っています。又、友の会の行事には

出来る限り出席する様にしています。

又、日常生活の中で自然とリハビリが出来るように、少しばかりですが、掃除、洗濯、

料理などの家事の手伝いもやっています。その他に近くに畑を借りていますので、毎日

楽しんで、野菜作りをやっています。これがいつまでも続くようにしたいものです。無理

をしないで頑張ろうと思っています。

最後になりましたが、今の安定した生活が出来るのも、各顧問の先生をはじめ友の会の

皆さんのお陰だと思います。

I p S細胞という明るい希望も生まれました。これからもパーキンソン病と仲良く付き

合ながら生きて行こうと，思っています。これで私の発表とさせていただきます。

ご静聴、ありがとうございました。
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｜平成25年度体験発表－31

「浦島太郎の世界が現実にj

豊橋市真弓裕行・潤子

。 fもしやパーキンソン病では？J

いつも眠くなる、夜間いびきをかいていて途中で止まる、無呼吸症候群を疑い呼吸器

内科を受診。 1治2日の検査入院をしたが、無呼吸症候群には該当しなかった。

あるとき呼吸気内科の主治医に「もしやパーキ

ンソン病では？Jと言われこの病気が発覚した

のだ。神経内科専門医などの情報を探しに豊橋

の保健所へ。神経内科の情報は得られなかった

がパーキンソン病友の会の会報綴りを見せて

もらう。友の会の会報より服部神経内科（本町

クリニック）を知った。それ以後、本町クリニ

ックにお世話になっている。

（かえりみるとこの時、愛知県パーキンソン

病友の会との出会いがあった。）

ノ〈ーキンソン病と診断されてから 5年ほど経ったころ・

。「突然の電話j

ヒロちゃん（裕行）から「腰が曲がって歩けなくなった。すぐ来てj と突然の電話。

そのころ裕行は名古屋で単身赴任中。私（潤子）は豊橋。開けてピックリ。玉手箱では

ない。 ドアを開けると浦島太郎の世界。そこには腰が 90° に曲がった 70代（義父）と

も思われる男性（老人？）が・・・よく見ると顔は確かに裕行。しかし腰が曲がっただ

けで人間こんなにも年寄り（老けて）見えるものだと感心している場合ではなかった。

何をするのにもこの姿勢では困難に。特に歩行が一番大変になる。一本の杖、ロフトタ

イプの杖、ポールウォーキング用の杖、いろいろ試してみたが体の傾きはひどくなる一

方だ、った。今はラビット（前腕支持台付歩行補助車）に出会い、快適（？）な日々を送

っている。

曲がった原因は薬か？原因だと思われる薬を徐々に減らしていくと・

合 r2度目の電話j

f手が動かなくなった、すぐに来てjその時私は外出中。子どもが対応するが、普段

から無口のヒロちゃんは「お母さんいる？いない？」としか言わなかったらしい。最終

の新幹線に飛び乗って名古屋へ。地下鉄も終電だ、ったのを覚えている。
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腰が曲がり手も自由に動かない状況での単身赴任生活は困難ということで、私が平日（月

～金）は名古屋、休日（士、日）は豊橋の往復生活を始めた。潤子は仕事を 3か月間休

む。途中から、東京在住の長男な看病（入院・手術）も加わり豊橋、名古屋、東京と 3

カ所を何往復かすることになる。忙しかったがつらいとは思わなかった。楽しい思い出

や貴重な体験ができたから。

。「現実と向かい合うj・・・平和な日々が送りたい、幻覚に悩まされて

腰が曲がって歩けない（姿勢保持ができなし、）いつも眠たい（眠ってしまう）こと。

これが一番の困りご左。この症状を何とかしたいとたびたび通院するようになり、薬が

どんどん増えていき、ついに薬の飽和状態に。飽和状態の時、薬に対しでも敏感に反応

してしまいパニックに。幻覚や行動制御障害が顕著に表れ本人、家族ともがそれに振り

回される。何が起きるわからない状態となり日中、一人で裕行をおいておけなくなる。

主治医から「こうなったのは病気のせいだから、まともに受け取ってはいけなしリと言

われるが、納得できずに余計混乱する。

薬の調節のため国立長寿医療センターを紹介してもらう。外来でゆっくり時間をかけて

様子を見ながら薬の調整してし、く。その結果、目に余る幻覚は減っているが、薬はまだ

頭のほうに悪さをする。もっと薬の量を減らせる可能性はあるようだが、動けなくなっ

てしまう心配もある。

ところでヒロちゃんだが、さっき動いていたと思っていたら今は固まっている。眠っ

て（固まって）いるだろうと放っておくと、いつの間にかスイッチが入り行方不明に。

薬によるON、OF Fとも違うような不可解な症状。開眼失行（目はつぶっていても眠

っているわけではなしサと先生は言うけれど、起きているのか眠っているのか私には区

別できない。目をつぶって何か動作をしている姿（例 エアー食事、エアー歯磨き等）

はまた不思議。しかし、エアーは要注意。本当に実行してしまう時もあるからだ。食べ

られないものを食べてしまったこともある。ヒロちゃんは間違えたというが、思い込み

が強く思い込むとそのものに見えてしまう。（ヒロちゃんにしか見えなし、）のだろう？

とにかく目が離せない。

「まとめj

病気が縁でいろいろな方と出会い新しい知識を得る機会が増えたこと。今までにない

経験や発見ができるようになったことなど、とても嬉しく思っています。皆様に感謝し

ます。ありがとうございました。

「
調書

司静
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これは発表時に紹介できなかった詩です。

[9 
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医療講演会

「パーキンソン病患者の転倒予防についてJ

講師東名古屋病院第一神経内科医長餐場郁子先生

餐場先生は、わかりやすい資料を

スクリーンに、わかりやすい言葉で

お話しをされました。「①転倒とは

②転ばないためにはどうすればよ

いか ③7年前の講演時のアンケ

ートの結果について ④現在行っ

ている研究の紹介j という順序で、

1時間講演されました。

密度の濃い、切実感を抱かされた

講演でした。パーキンソン病に関す

るエキスだけを紹介させて頂きお

礼といたします。

①転倒の要因には、内因（身体要因）と外因（環境要因）とがあります。図示で紹介

内因（身体要因）

0感覚要因 0高次要因 0運動要因

固有感覚位置覚低下 認知症 筋力低下、麻痘

末梢神経障害 左無視 脳血管障害

スモン

視力障害 骨肉節疾患

老眼・白内障 意識障害 パーキンソニズム

前庭機能低下 せん妄

その他 全身状態（脱水、発熱） 失神起立性低血圧

外因（環境要因）

O環境整備（廊下、ベッドサイドに障害物、介助カバーが無い

Oベッド（高さ、棚の不適切な使用）

Oナースコール（位置が不適切）

0不適切な履き物（スリツノミ）
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ノ《ーキンソン病の患者さんが夜トイレに行く途中での転倒要因は次のようです。

身体要因 環境要因

0バランスが悪い 0床に段差がある

0白内障で目がよく見えない 0照明が暗い

0睡眠薬の副作用でふらつく

＜さまざまな要因が絡み合って、転倒が起きる＞

パーキンソン病の患者さんの転倒の特徴を紹介します

0立ち上がる、体の向きを変える一一＋ バランスを崩して転ぶ

O歩き始め 一一＋足がすくんで転ぶ

0腰かけていて 一一砂体が横に傾いて転ぶ

＜同じようなパターンで、転倒を繰り返す傾向があります＞

②転ばないためにはどうしたらよいか

医療スタッフで総合的に予防対策の効果をあげるためには、患者、家族と共に、医

療関係者が一体となって、連携し合って、下記の対策を実践することが不可欠です。
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転倒予防対策計画の内容を紹介します。 川柳の写真2枚です。

あなたの健康危険度（チェック表） 転ばないための6つのポイント

<Oか×を＞

1、1年年以内に転倒したことは ①住居環境を整えましょう

2、目や耳が悪い ②トイレや入浴時は目を離さない

3、しびれがあり、手足が不自由 ③説明したことでも念入りに声かけを

4、動く時、杖などが必要 ④トイレは時間で促してみましょう

5、記憶力が悪い ⑤屋外は付き添ってもらおう

6、パーキンソン病薬を服用 ⑥ケガは最小限になるよう心がける

7、トイレに回数が多い ＊本日頂いた転倒防止マニュアル本に

0が1つでもある方は転倒の危険あり
詳細が書いてあります

パーキンソン病女性患者の転倒事例を紹介します。

夜中の 2時過ぎ、小さく呼ぶ声で目を覚まし、隣の妻を見ると頭が床、足はベッドで、

逆さまの姿勢で助けを求めていた。メガネは壊れ、小鼻から出血。本人はどうしてこう

なったかわからないとのこと。 トイレに行くつもりでベッドから落ちたと思われる。

［対策］夜間の排植は普段 1人で、行っていた様子。寝室は暗くしてあり、起居に失敗して

頭から滑り落ちたようである。枕灯で明るさを確保し、ベッド棚を取り付けて転倒防止

を図る。

転倒防止マニュアル本は、本日の参加者に配布しました。又、転ばない生活講座用の

DVD（有料で東名古屋病院へ問い合わせを）。その2つを参考にし効果を上げて下さい。

転ばない生活講座を年1回、 1時間程行っています。転倒の要因、転倒予防方法、転倒

予防リハビリが、講座の内容です。講座参加による効果の 1例を紹介します。

0転倒したことのある患者の参加後の割合

0パーキンソン病患者の転倒によるケガの発生率

Oパーキンソン病患者の 30日あたりのケガの回数
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40、9%→27、3%へ

38、1%→10、0%へ

0、9回→O、3回へ

撃をま‘

えh:J

事｝＇噛ムIO t 0 

〈川柳で転倒予防に取り組もう＞の活動を紹介します。

自作川柳による転倒予防啓発活動の目的

－転倒予防研究の結果、対策はわかってきたが、医療スタッフや患者、家族に十分に伝

わっていない。 . 患者・家族・スタッフに転倒予防のエッセンスを効率よく伝

えたい。 ェ転倒予防に関する思いを、川柳という形で募集し、注意してほしい

場所に貼ってみよう（スタッフ・患者・家族）

1nw｝「一一一ーナ，，柳づくりの活動の様子
. 

d募集 長 Oいろいろな場所に展示 与 01週間毎に張り替えて、 1月で舷
~1 巡り . 0カレンダーの作成（参加者に川柳カレンダーを頂きました。）

川柳づくりの効果

川柳を募集、提示した病棟の患者は、それを実施しない病棟の患者より転倒が減少した。

↓ 
転倒減少に有効な方法である。
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③転倒に関するアンケートの結果より

平成 19年、愛知県パーキンソン病医療講演会で、の餐場先生の講演時に行われたア

ンケートの結果を本日報告されました。

0転倒防止指導を受けたことがあるか。 ある 18、2%

。リハビリをしたことがあるか。 ある 58 1 % 

。リハビリを行った場所は0 ・外来 52、2% ・入院 39、1%

・在宅 26、1% ・介護施設 21、7%

0リハビリの種類は。・理学療法 81、8%・作業療法 40、9%・言語療法 22、7%

。転倒したことがあるか。 ある 78、0%

。転倒によるケガをしたことがあるか。 ある 57、1%

。ケガの種類は0 ・打撲など 50% ・骨折 46% ・切創 33% 

0 骨折の部位 ・上肢 33% ・下肢 22% ・大腿、脊髄 11%

最後に、現在行っている研究を紹介されました。

テーマは「医療、介護を要する在宅患者の転倒に関する多施設共同前向き研究Jです。

講師の餐場先生が研究の中心者として、わが国初めての大規模研究に取り組んでおら

れます。研究の成果が、パーキンソン病疾患者に還元されることを待ち望んでおりま

す。

一一二時一一一一一…－.＇~ム

欄園田－潤E・E・－一一・. "' γ ，＂＇.＂（＇：…！ ？ 

oo 
qδ 

医療講演会 転倒予防のための自主トレーニング

講師理学療法士清水啓悟先生

饗場先生の講演に続き、理学療法

士の清水啓倍先生による、転倒予防

のための自主トレーニングについ

ての講演が行われました。トレーニ

ングの内容を写真と簡潔なことば

でのスライド資料は、すぐに実行で

きる期待感にみなぎっていました。

ノミーキンソン病患者にかかわり

のあるトレーニングについて、写真

入りの資料を載せ、明日から、すぐ

に実行できればと思っています。

清水先生は、人間の悪循環、良循環の相対する側面の話のあとに、高齢者の転倒の危

険性の話に移りました。

高齢者の転倒の危険性

筋力低下で約5倍 て了

バランス能力低下で約3倍て了

歩行能力低下で約3倍 て了

J三回一筋力やバランスが重要

筋力トレーニング

筋力トレーニングは、どれくらい

どのようにやればよいかと言う

と。

0週 3回以上

01セット 10～20回

O安全に、無理なく

Oその日の体調に合わせて
O継続することが一番大切

コース｝
う片方の笈
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4種類の筋力トレーニングを紹介し

ますが、全部やらなくても、 1っか2

つを続けることが肝心です。

清水先生の紹介された筋力トレー

ニングは4種類です。

①お尻上げ運動

②立ち座り運動（腰掛けて）

③開脚運動

④背伸び運動（壁につかまって）

②は椅子から立ち上がることです

が、つま先にしっかりと体重をかける

ことです。

④は椅子や壁につかまって背伸び

をしてかかとを持ちあげましょう。

症状に合わせた運動

清水先生は「症状に合わせた運動J

の自主トレーニング例を 13紹介さ

れました。

①うつ伏せ

②万歳運動

③膝倒し運動

④かかと上げ運動

⑤ふくらはぎと裏股のストレッチ

⑥座位での腰ひねり運動

⑦おじぎ運動

③背伸ばし運動
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パーキンソン病の方は、足腰が曲が

り、うつ向き加減で、すり足の小さな

歩幅で歩きます。姿勢が曲がると、足

が上がりにくくなるのでつまずきや

すくなります。ころびやすくなります。

多くの転倒は敷居など 1～2cmの段差

でも転びやすくなるということです。

その予防のためのトレーニングをい

くつか紹介していきます。

④うつ伏せになり、膝をまっすぐ

伸ばしてかかと上げ。 20回

⑤腰かけたまま、片足をまっすぐ伸

ばし、背すじを伸ばしながらお辞

儀をする。 20秒

⑥腰かけて、両手を組んで、前に出し、

肩だけ回すように左右にひねる0

20回

⑦腰かけて、背中をそらせたままお

辞儀をする。 10～20回

③ 手のひらを壁につけて立ち、

なるべく上へ伸ばす。 20秒

⑨座位での左右への体重移動

⑩立位での左右への体重移動

⑪立位での前後への体重移動

⑫立位での腰ひねり運動

⑬片足立ち

それぞれの運動のポイント紹介

1①膝を常にまっすぐ伸ばす。

10～15分

②しっかりと胸を張るように、ゆっ

くり万歳するように両手をあげる。

20回を目安

③ ③両肩が床から浮かないように両膝

を左右に倒す。 20回

⑨腰かけて体が傾かないように両手を広げ、左右のお尻に体重を交互にのせる。 20回

⑩両手を壁につけ、体が傾かないように左右の足に交互に体重をのせる。 20回

⑪両手を壁に片足を引いて、腰から前後に動かす。 20回

⑫壁を背に、体をひねって両手で壁をさわる。 20回

⑬手すりをつかみ片足で立つ。 30秒
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全部やる必要はないが、毎日、継続

してやることが肝心。を強調されてい

ました。
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E孟面＋安心本格自費出版
b位孟函＋対話により出版

明日の笑顔を

脳深部への電気刺激により、

パーキンソン病又は本態性振戦に伴う

振戦等の症状を軽減し、

「明日の笑顔」

を取り戻していただきたい。

それが私たちメドトロニックの願いです。

日本メドト口二ック株式会祉

干105-0021 東京都港区東新橋2丁目 14番1号コモディオ汐留
TEL 03-6430-2016 

http://www.medtron ic.仁o.jp
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第四回全国パーキンソン病友の会

国会請願集会に参加して

常滑市大津邦世

平成25年4月4日の国会請願集会に愛知県支部からは友の会顧問の神野久美子先生、

益田利彦会長、山本芳夫、妙子さんご夫妻、森久子さん、大津邦世の 6人が参加いたし

ました。

参議院会館へ入館する際、飛行機に乗る時のような検査を受け入館証を受け取り議員

会館へ入りました。集会は、北海道から沖縄まで、のパーキンソン病友の会の 140名の仲

間が会議室に集まって行われました。

始めに長谷川副会長さんの司会で中村代表理事が開会の挨拶をされました。

次に患者代表の訴えとして、北海道支部の阿部朋子さん、東京都支部の平峯寿夫さん、

沖縄県支部の又吉忠常さんが切実なご意見をのべられました。

その後、各政党から参議院の山本博司先生、渡辺孝男先生等々のご挨拶をいただきま

した。他の先生方も国会開催中にも拘わらず大勢のご出席いただき、パーキンソン病患

者に優しいお気持ちでご支援頂いていることを実感いたしました。

その後、わたしたちパーキンソン病友の会の要望（2013年国会請願要望事項）

1パーキンソン病の発症原因解明と治療法研究を促進し、根治治療法の早期確立をして

ください

2特定疾患治療研究事業において、医療費自己負担の軽減については、現行受給者対

象者を削減しないでください。

3患者・家族等の治療・療養に関する施策には、当事者である患者・家族の声に耳を傾

けて十分に反映したものにしてください。

等々の請願を提出のため、参議院議員で荒木清寛先生（公明党）の議員室を訪問し、お

茶をいただき少し懇談をしました。しっかりと私たちの要望を受けとめていただきまし

た。

今回、国会請願集会に参加しことは私にと

ってよい経験になりました。機会を与えて

頂き感謝しています。全国にいる友の会の

仲間たちが、希望を持ち前向きに生きてい

る姿勢に強く感動しました。また数年ぶり

の東京はすでに葉桜でしたが、行きの車窓

から冠雪の富士山が見え印象的で、した。
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春の一日交遊会を終えて

あと 4日もたてば「春分の日」、この日を境に夜の長さと、昼の長さとが逆転し、だん

だんと暖かい春本番に向かつて移って行くはずなのに、つい 10日程前までは、平年の

気温よりも低く、寒い日が続く予想。しかし、次の週の気温は高く、ここ数日聞は気象

予報士泣かせの気温の乱高低3～4日先の予報も難しそう。このような気温の差の大き

い時、皆様方の中でも体調を崩され、なかなか体調が元に戻らない方も多くお見えにな

るのではないかと思います。皆様方の、病気には決して負けない、屈しない、と言う気

持ちの後押しが少しでも出来ればと思い、 3月16日（土曜日）名古屋市北区の名古屋

北生涯学習センターにて『一日交遊会』を開催致しました。

今日は、たまたま穏やかな日になり、外出するには大変よい日と思います。玄関を開

けて一歩外へ出て見て下さい、気分がウキワキすると思います。これもリハビリの一つ

ではないでしょうか。この延長線上に『一日交遊会』があると考えて頂いて、お気軽に

ご参加頂ければ、うれしく思います。参加者の方々のおしゃべり、情報収集、大きな声

での歌のレッスン、リハビリ体操、楽しいゲーム、など、充実した一日を楽しんで、頂け

ると思います。

この『一日交遊会』も今回で25回を数える事となり、今までには、 43名の方が参

加された『一日交遊会』が最多でしたが、今日は、今までで一番多くの46名の方々の

ご参加を頂き、誠に有難うございました。この会の回を重ねることが出来るのは、会員

の皆様方のご支援・ご協力のおかげであり、三人の講師の先生方「音楽療法の鵜飼久美

子先生・鈴木千春先生」リハビリ体操の埜口義広先生jの指導力によるところが大きい

と思います。私たちスタッフも精一杯頑張りますので、今後ともよろしくお願い致しま

す。

幹事・・森久子 山本芳夫 山本妙子

午前の部

。 【 音楽療法 】 ・・・ 鵜飼久美子先生、 鈴木千春先生

前回の「一日交遊会jではこの（音楽療法）はお休みを頂きましたので、鵜飼・鈴

木、両先生のレッスンを受けるのは、約半年ぷりとなります。（鵜飼・鈴木両先生の音

楽療法は名大病院のナデ、イックにて、毎月 1回開催されて見えます。）

ノミーキンソン病の症状のーっとして、声が出しにくい・声が小さくなってきた・言

葉がはっきりしなくなってきた、誤礁の防止、など多くの方からお聞きします。音楽

療法は、この様な症状の改善に大変効果的です。鵜飼先生、鈴木先生のご指導に従っ

て、大きな声でレッスンしましょう。
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。トレーニング1 （声を出すため）

・お顔の体操・・・・両手でホホをはさみマッサージ、アゴの下も同様。

口を大きく開ける。反対に口を閉じる。

ホホをふくらませる。

息を目一杯口から吐いて、鼻から吸い込む0

・Lsv T法・・・・「ア～Jを、出来る限り大きな声で、 30秒以上続ける。

。トレーニング2

モルタメント（低音から高音へ発声を変化させる）その他

声の出し方のレッスン。

・歌をうたう・・・・「春が来た」の歌詞を（あいうえお・か行・さ行・・・・）

に置きかえ、上から歌ったり（あいうえお）、下から歌った

り（おえういあ）、と頭を使うように考えられた。

・椅子に座り曲に合せて、左右の足を交互に前に出すO

・トーンチャイム（楽器）を使って全員参加の演奏をする。曲

名《さくら》

・惜別の歌、宗谷岬、青春時代、 )31Jれの一本杉、北国の春、 ATMの歌

を、全員で大きな声で合唱して、お昼になりました。

午後の部

。昼食を取りながら、、参加されました皆さん同士、お話しがはずんで見えましたが、区

切りをつけて、午後の部埜口先生の「リハビリ体操jへと、進んで、行きました。

。『リハビリ体操』

①首の運動・・・首を前に倒す、次に首を後ろに反らす。（後ろへの反らし方は十分に

行なって下さい。）

・アゴを右肩の上におく、向きを変えてアゴを左肩の上におく 0

・右耳を右肩に付ける、向きを変えて左耳を左肩につける。

※この病気は段々と食が細くなったりして、物がつかえたり・むせたり、どな

らないよう、のどの筋肉を柔らかくし、強化する体操です。

②足の運動・・・椅子に座り、左右の足を交互に自分の胸に、ヒザが付くようにして

上下（足踏み）する。

※腰痛の方の、腹筋運動。毎日 10 SET（右足・左足で1SET）行い、腰痛の

軽減にも効果あり。転びにくくする為の、足の筋力の強化運動。

③ひねりの運動・・・椅子に座り右手で左わき腹から背もたれを掴み、体を左にひね

りながら、自分の右後ろの人や物を見るようにする。今度は、反対

のひねり、左手で右わき腹から背もたれを掴み、体を右にひねりな

がら、自分の左後ろの人や物を見るようにする。

※この運動は、パーキンソン病で一番重要な運動です。この運動が出来なくなる

と、寝返りが打てない、起き上がれない、と言う事にならないよう、特に続け
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て見てください。

※最近、背中が曲がってきた人が何人か見える。背骨が曲がっていると、ひねり

の運動も十分に出来ない

・背骨が少し前に曲がっている人の、のばす運動。

壁に向かい肩幅ぐらいに足を開いて立つ、片方の手のひらを壁につける、反

対の手のひらを、少し重ねる様にしておく、その上にアゴを乗せ、カカトは

つけたまま、ヒザは伸ばしたまま、胸を壁につけてゆく、上半身の力は抜く。

（腰痛の人はやらない事）

※パーキンソン病で背中が前に、曲がってきた人は、腹筋・背筋を鍛えて強くし

ひねりの運動を十分にする事と思います。

※リハビリ体操のあとは、 6チームに分かれての「風船ノミレーボール」で楽しみ

ました0

@ 鵜飼先生、鈴木先生、埜口先生、大変ご苦労様でした。参加されました皆さん、

お疲れ様でした。

どの先生のレッスンも、私たちが、頭を使い、体を使いと、いろいろ考えられ

て、レッスンして頂いていると、思います。参加された皆さんも一日交遊会を終

えて帰られる時には、すがすがしい顔をされてるように思われます。

次回も是非ご参加下さい。お待ちしております。
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山本芳夫

患者さんのために

信頼と愛が

いっぱいつまった

藤本製薬グループ

Iコピー
株式会社

〔お問い合せ先〕

〒580-0011大阪府松原市西大塚1丁目3番40号
TEL:0120-545-427 FAX:0120-728-093 
URL:http:/ /www.fp-pharm.eo.jp/ 

平成24年2月作成

事務局だより
事務局

｛総会と医療講演会｝無事終了。ありがとうございました。
4月28日、ゴルーデンウィーク前半の連休の真ん中にも関わらず、総会 63名、医療

講演会95名と多くの方にご参加いただき、無事に開催することができました。ありがと

うございました。体験発表をしてくださった伊佐治さん、大津さん、真弓さん、司会の

浅井さんに感謝申し上げます。ありがとうございました。

総会でご了承いただきました、 24年度の事業・会計報告、 25年度の事業計画・予算・

役員を別紙に掲載させていただきます。よろしくお願いいたします。

【会員】
5月 15日現在の会員数は、 4月1日275名に、退会2名、新入会9名の 282名です。

｛会活動】
4月4・5日（木金）国会請願（東京 6名参加）
4月06日（土） 4月定例役員会 （会報68号、 69号（35周年記念誌）発送）

4月09日（火） 音楽療法（名大病院ナディック）

4月 10日（水）本部会報No132号発送

4月28日（日） 総会（63名）・医療講演会（95名）

5月04日（土） 5月定例役員会
5月07日（火） 音楽療法（名大病院ナディック）

【平成25年会費】の納入ありがとうございます。

25年度も会員を継続していただきありがとうございます。
会費（5,000円）の納入がまだの方、納入をお願いいたします。

【ご寄付のお礼】（5月 15日現在）
会費の納入に併せて、ご寄付・募金をいただきました。ご紹介して感謝申し上げます。

安福豊子さん、冨板邦夫さん、佐竹滋子さん、増田民子さん、磯貝旦子さん、松崎繁

子さん、岩津興ーさん、鳥居富士子さん、杉山初江さん、松尾昌博さん、益田利彦さん、

【防災カード】の送付について
全国パーキンソン病友の会では、災害時に備えて、個人が保持する、病状に関する情

報カードを作成し、各支部に届けられました。お送りしますので、災害時に備え、記入

しご活用くださいますようご案内いたします。

【患者調査】へのご協力お願いします。
先（5月13日）にご送付しました患者調査よろしくお願いします。

【DVD  転ばない生活講座】ご紹介
4月28日の医療講演会の中で、講師の饗場先生からお話のありましたDVDを別紙チ

ラシでご案内します。講師の饗場先生、清水先生のお話と同内容であり、ご参加できな

かった方は講演内容を、参加された方はもう一度復習が出来ます。電話で申し込まれる

か、別紙チラシをコピーしてFA Xでお申し込みください。

【愛知県医師会難病相談室 患者・家族の会】 I障害年金勉強会J
日時：平成25年6月 14日（金） 午後2時～4時

場所：愛知県医師会館8階会議室

講師：岡戸満寿美（愛知県社会保険労務士会）氏

「障害年金って？ 障害年金の仕組みを知るj

申込：電話 052・241・4144 FAX 052・243・0320

-47-



神経難筒患者さん・合護者向怠t)c;)

パーキンソン病、進行性核上性麻湾、脊髄小脳変性症、

多系統萎縮症、筋萎縮性側索硬化症などで、自宅療養

されている患者さん・ご家族の方に自宅での転倒の特徴や

転ばないためのポイントを疾患別に詳しく解説します。

また、転倒予防のための安価なグッズ・自宅でできる

リハビリ・転んでしまつだ掲合の起こレ方などをご紹介します。

醸擁護鶴欝持獲鞠謎懸饗畿銀鱗潮騒騒審議臨時開問
女転倒って？！ 会転ばないために l会転ばない、転んでも大事

どうすればいいの？
看護師 1 0分

独立行政法人国立病院纏構

東名古屋病院

【価格：3,000円＜税込＞】 神経難病転倒研究グループ

※上記DVD購入希望の方は、申込書に必要事項を記入の上
下記まで、 FAXでお申し込みください。
干465-8620 愛知県名古屋市名東区梅森坂長101

独立行政法人国立病院機構東名古屋病院企岡諜
'IEL(052)801-1154 FAX(052)801-6238 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

転ぱなし1生活講座＜DVD＞申込書
購入枚数〈 〉枚 :t枚3,000円〈税込〉

※3,0αコ円に別途送料（1枚あたり200～4α〉円程度］がかかります。
恐れ入りますが、送料は購入者機のご負担となり、着払いとなります。

フリガナ

氏名

住所
T 

電話番号

－申し込み受信次第、商品と請求書を郵送いだしますので、

指定期限内に指定の口座にお振込みください。
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平成24年度事業報告（H24.3. 1～H25.3.31 

1.会員 当初会員数： 276人 入会： 32人退会者： 40人 年度末： 268人
2.役員会 定例役員会 月1回（第1土） 東海事務所 222名参加

会則検討委員会 3月10日（土） 東海事務所 6名参加
3. 会報発行 隔月（偶数月） 62号～67号 各号600部
4.総会 4月14日（日） 午商名古屋市総合社会福祉会館 事業・会計、発表 101名参加
5.医療講演 4月14日（日） 午4名古屋市総合社会福祉会館 講師：平山正昭 101名参加

6月9日（土） 東建ホール
ノミーキンソン病

一般400人
市民公開講座
講師：服部達

10月25日（日） 一宮スポーツ文化センター 哉・優子、後藤 127名参加
啓吾

25年1月27日（日） 豊橋保健所・保健センター 議師：平山正毘 160名参加
講師：鵜飼久美

6. 1日交遊 6月16日（土） ブルーボネット 子・鈴善木取千春、 38名参加
替口

8月25日（土） 北生涯学習センター II 39名参加
用具見学、リハ

11月24日（土） 福祉用具プラザ 体操（埜口義 31名参加
弘）
講師：鵜飼久美

25年3月16日（土） 北生涯学習センター 子・鈴木千春、 45名参加
者全日義恥

7. 音楽療法 毎月1回（第2火） 名古屋大学病院ナディック 鵜飼久美子
12月14日（金） クリスマスコンサート

8. ひまわりの会 ※10月23日の例会をもって活動中止となりましたn
毎月1回（第3木） 熱田図書館

9. 一泊旅行 11月17・18（土日） ピラ・マリーン南知多
平山先生ご夫妻 47名参加
参加

10. 全国パーキンソン病友の会活動
国会請願 4月19・20日（木金） 東京 5名参加
全国大会 6月18・19日（月火） 広島市 7名参加
代議員会 6月18日（月） 広島市（大会） 2名参加
全国支部長会議 11月1・2日（木金） 益田支部長 1名参加
会報・ 35周年記念 4・8・11・1月 事務局 4回
署名と募金活動 25年1月～2月 署名活動と募金 83名1059筆

11. 愛知県難；丙団体連合会（愛妻t連）の活動
理事会 月1回 都築月子理事 1名参加
全市会し、」3会：；；；－、 隔月 都築、益田支部長2名参加
愛難連第40回大会 12月9日（日） 愛知県医師会館 10名参加
1団体1要求 25年2月13日（水） 都築・浅井前理事2名参加
JPA誇願署名と募金 25年1～2月 83名 1431筆

12. その他の活動

6月9日（土）
ノハ守1レティス77ーマ社「パーキン

共催
ソン病市民公開講座j
大塚製薬「パーキンソン

8月13日（月） 病症状と日常生活に関す 調査協力 会員
るアンケートj

9月21日（金）
ノハ）ティスアアマ社「診断時の

調査協力 2名参加
説明に対する影響調査l

11月13日（火） 「薬に関するアンケー 調査協力 会員

11月14日（水）
卸勤務薬剤師東海ブロツ

研修会講師 2名参加
ク合同研修会
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！物忘寄付

平成24年度収支決算 （案）
平成24年3月1日～平成25年3月31日

切手 3, 0 6 0円

会計監査報告書

407,300 
177,300 
200,000 
30,000 

訟'2l2
3~］型~il.1

5.032.924 

@150 274名

会長益田和j彦様

全国パーキンソン病友の会愛知県支部平成24年度の会計監査をしましたとこぞ
記載されている事項と帳簿類、預金通帳との間には矛盾なく、正確な事を確讃
いたしました。

平成25年4月6日
監事 山本芳夫轡

-50-

平成25年度事業計画（H25.4.1～H26.3.31)
1.会員 当初274名（268名＋4月1日入会6名）

2.役員会 定例役員会 月l回（第1土） 東海事務所

3.会報発行

隔月（偶数月） 68号～73号 各号600部

69号 35周年記念誌 600部

4.総会

4月28日（日）午前 名古屋市総合社会福祉会館 事業・会計、発表

5.医療講演会

4月28日（日）午後 名古屋市総合社会福祉会館講師：饗場郁子

7月27日（土） 小牧市まなび創造館 講師：平山正昭

11月17日（日） 名古屋市（未定）
祖父江・平山・服
部先生

1月（未定） 東海市（未定）

6. 1日交遊会

6月8日（土） なごや福祉用具プラザ、 用具見学、リハ
体操（埜口義弘）

8月 北生涯学習センター

11月 ブルーボネット

3月 北生涯学習センター

7.音楽療法

毎月1回（第2火） 名古屋大学病院ナディック 鵜飼久美子

12月 クリスマスコンサート 鵜飼久美子

8.一泊旅行

11月 ビラ・マリーン南知多 f平m山先生ご夫妻参

9.全国パーキンソン病友の会活動

国会請願 4月4・5日（木・金） 東京 5名参加
全国大会 6月19・20日（水・木） 静岡市 14名
代議員会 6月19日（水） 静岡市 2名予定
全国支部長会議 益田支部長 1名参加
会報（全国誌）発送 4・8・11・1月 事務局 4回

署名と募金活動 26年1月～2月 署名活動と募金

10.愛知県難病団棒連合会（愛難連）の活動
理事会 月1回 都築理事 l名参加
也t』込、メ3と＊、 隔月 都築理事 1名参加
愛難連第41回大会
1団体1要求 2025年2月
JPA請願署名と募金 26年1～2月

11.その他の活動

6月 ノハツレティスブアーマ社患者調査協力

9月6日（金）
なごや福祉用具プラザ、「家族

協力
介護者教室J

11月17日（日）
グラクソ・スミスクライン社「パーキ

共催
ンソン病医療講演会」
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平成25年度収支予算 （案）
平成25年4月1日～平成26年3月31日 活動日誌

収入 支出
不十目 令書百 備考 科目 金額 備考

V占τ.T.Iτ L',. 332,013 24年度末弟jネ♀ ｜会議費 170,000 月例役員会, .......、F、 _l且t竺

会費 1,475,000 295名 。5.000 会報発行費 1,080,000 6回、 35周年記念誌
寄付金 100,000 消耗品費 88,000 期 日 曜日 内 容 会場

広告掲載費 420,000 9社 通信ハ 34,000 
活動費 650,000 総会、医療講演会等 事務j

.. 司司 40,000 芸者t

｜募金 430,000 活動 900,000 総会、医療講演会等

4月 1日 日 愛難連第 1回理事会 愛難連事務所

4月 7日 土 定例役員会（18名参加）、会報 62号発送 東海事務所

i雑収入 20,000 グ、ノレープ活動助副 40,000 新規事業
本部活動 640,000 
愛難連活動 42,000 

4月 10日 火 音楽療法 名大ナディック

4月 13日 金 全国版会報 128号発送 事務局
｜募金 350,000 
雑支出 20,000 

総会・医療講演会（101名参加） 名古屋市総合社

予備費 23,013 4月 14日 土 午前：総会・体験発表（4名） 会福祉会館
合計 3,427,013 ノ予言十 3,427,013 
積立金 1,500,000 程 立金 1,500,000 

午後：医療講演平山正昭先生

合計 4,927,013 合計 4,927,013 4月 17日 火 ひまわりの会 熱田図書館

4月 19・ 木 パーキンソン・デ一 国会請願（5名参加） 東京

20日 金

5月 8日 火 音楽療法 名大ナディック

5月 12日 土 定例役員会（13名参加） 東海事務所

平成25年度役員名簿

顧問 （医師） 服部達哉 服部優子 平山正昭

5月 13日 日
中日新聞（名古屋市・長久手市版）

「パーキンソン病市民公開講座j折り込み広告

（運営） 神野久美子 5月 13日 日 愛難連第 l回総会 NPO交流7。7if
（音楽療担鵜飼久美子
（相談役） 池田幸夫 越津博

5月 17日 木 ひまわりの会 熱田図書館

会長 益田利彦
副会長 浅井利一 大津慶明 大津邦世

5月 23日 水 会報 63号出稿 一粒社

6月 02日 土 6月定例役員会（17名出席）・会報 63号発送 東海事務所

事務局長 原田良質
監事 山本芳夫
事務局 小川勝司 後藤サヨ子 関 和子 鷹羽 勝武造 都築月子

肥後ひとみ 益田 緑 方井帯之主 久子 山尾 史 山尾佐知子
山本妙子

6月 09日 土
ノミーキンソン病市民公開講座共催 東建ホーノレ

愛難連第2回理事会 愛難連事務所

6月 12日 火 音楽療法 名大ナディック

本部代議員浅井利一 大津慶明 6月 16日 土 一日交遊会（38名参加） ブルーボネット
愛難連理事都築月子

6月 18日～ 月 全国パーキンソン病総会・広島大会（7名参加） 広島市

19日 火

6月 27日 木 ひまわりの会 熱田図書館

7月 1日 日 愛難連第2 回総会 NPO交流フ。ラサや

7月 7日 土 7月定例役員会（16名出席） 東海事務所

7月 10日 火 音楽療法 名大ナディック

7月 11日 水 高知県支部から支部報とともに図書2冊を寄贈 事務局

7月 25日 水 会報 64号出稿 一粒社

8月 4日 土
8月定例役員会（19名出席）・会報 64号発送（会 東海事務所

費納入のお願い同封）

8月 7日 火 音楽療法 名大ナディック

8月 11日 土 愛難連第 3回理事会 愛難連事務所
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期 日 曜日 内 容 」立ふ工 ふ場目u 

1月 15日 火 音楽療法 名大ナディック

1月 16日 水 全国版会報 131号・ 35周年記念誌発送 事務局

1月 23日 水 会報67号出稿 一粒社

1月 27日 日 医療講演会（160名参加） 豊橋保健所

2月 2日 土 2月定例役員会 東海事務所

2月9日 土 愛難連第5回理事会 愛難連事務所

2月 12日 火 音楽療法 名大ナデ、イック

2月 13日 水 愛難連「一団体一要求」団体交渉 愛知県・名古屋市

3月2日 土 3月定例役員会 東海事務所

3月 5日 火 音楽療法 名大ナディック

3月 16日 土 一日交遊会 北生涯学習セント

3月 24日 日 愛難連第6回総会 NPO交流7°7サや

3月 21日 木 会報69号（35周年記念誌）出稿 一粒社

3月 27日 水 会報68号出稿 一粒社

定例役員会へのお誘い
毎月 第一土曜日 10: 30～12: 00 

東海市大田町天神下ノ上1-1 1 

名鉄「大田JIIJから徒歩20分弱、 タクシ－－ r雨尾幼稚園Jで下車、
マイカー「雨尾幼稚園Jの横の広場に駐車場をお借りしています。

どなたも歓迎です。交通費も手当もありませんが、昼食をご一緒に親睦をはかっていま

す。事務局に出席のご連絡を入れていただければ嬉しいです。

日

場

通

催開

会

交

力日：参

｜大池公園 ｜ 

蓮昌

戸二ノミー

－ 

｜大田J,, I 

固

｜東海区役所

期 日 曜日 内 容 会場

全国版会報 129号発送 事務局

8月 13日 月 大塚製薬「パーキンソン病症状と日常生活に関

するアンケートJ送付

8月 25日 土 一日交遊会（39名出席） 北生涯学習セント

9月 1日 土 9月定例役員会（19名出席） 東海事務所

9月6日 木 ひまわりの会 熱田図書館

9月 7日 金 会費納入再度のお願い（35名）発送 事務局

9月9日 日 愛難連第3回総会 NPO交流70ラサや

9月 11日 火 音楽療法 名大ナディック

9月 21日 金 「診断時の説明に対する影響調査J2名協力

9月23日 日 愛難連第3回総会

9月 26日 水 会報65号出稿 一粒社

10月6日 土 10月定例役員会（17名出席）、会報65号発送 東海事務所

10月 16日 火 音楽療法 名大ナデ、イック

10月 17日 水 愛難連一団体一要求提出

10月20日 土 愛難連第3回理事会 愛難連事務所

10月 23日 火 ひまわりの会（最終回） 熱田図書館

10月 25日 木
医療講演会（127名参加） 一宮スホ。サ文化セン

タ｝

11月 1日～ 木 全国パーキンソン病友の会支部長会議 東京

2日 人斗ム

11月 3日 土 11月定例役員会（17名出席） 東海事務所

11月 11日 日 愛難連第4回総会

11月 13日 火
音楽療法 名大ナディック

全国版会報（130号）発送

11月 14日 水 卸勤務薬剤師東海プロック合同研修（講演協力）

11月 17日～ 土 一泊旅行（47名参加） ピラ・マリーン南

18日 日 知多

11月24日 土
一日交遊会（31名参加） なごや福祉用具

プラザ

11月 28日 水 会報66号出稿 一粒社

12月定例役員会（15名参加）、会報66号発送、 東海事務所

12月8日 土 事務所内外清掃

愛難連第4回理事会 愛難連事務所

12月9日 日 愛難連40回大会（10名出席） 愛知県医師会館

12月 14日 金 音楽療法クリスマスコンサート 名大ナデ、イツク

1月5日 土 1月定例役員会（14名出席） 東海事務所

1月 13日 日 愛難連第5回会 NPO交流プ。ラサや
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バーキンソン病医療講演会

日 時： 平成25年7月27日（土）午後 1時30分～3時30分

場所： 小牧市まなび創造館あさひホール

小牧市小牧三丁目 55 5 ラピオピル5階

電話： 0568・71・9848

主催： 一般社団法人全国パーキンソン病友の会 愛知県支部

講師： 平山正昭先生（名古屋大学医学部保健学科准教授）

演題 「パーキンソン病の病態と最近の治療J

日程： 13: 00～ 受付

13: 30～14: 30 講演

14: 30～15: 30 質疑応答

間合先： 全国パーキンソン病友の会 愛知県支部事務局

干458・0821名古屋市緑区鳴海町尾崎山43-6

アーバンラフレ鳴海3-407

電話 ・FAX:052・623-7554 （原田方）

会場案内：

名鉄小牧叡より西ヘ徒歩5分、ラピオ5階

（注）本施設へは、公共交通機関でお越しいただくか市営駐車場をご利用ください。
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祝・会報70号 ( 1) 緑区越津 博

先輩方のご努力により、愛知県友の会会報も 70号発行の運びとなりました。会員の皆様

の体験記を始め、先生方のご指導、ご寄稿の賜物と感謝申し上げます。この機会に創刊

号から今一度読み直してみようと思います。ちょうど私どもの闘病生活と並行するもの

ですから懐かしいです。

創刊号は平成 12年 12月。当時会長補佐の丹羽浩介さんの「自由を楽しむjの一文が印

象に残っています。発病以来日年を経て次のように述べています。『よく耳にする言葉

だが、病気と闘うとしづ。しかし、私は病気と関わない。また、共生するとも言うが、

共生もしない。では、イ可か。私は病気と一体なのである。病気を意識しないで在りのま

ま受け入れて暮らすことと思っている。このように思えるようになって、心の自由を得

ることができた。』

名古屋大学の祖父江教授が 35周年記念誌にご寄稿くださったなかにも丹羽さんとの出

会いが綴られています。『目標を見つけて未来に生きるということで、パーキンソン病と

いうのは相当直るんです。』『それは素晴らしい。』こういう会話を交わしていたと。私も

何度かお伴しましたので教授室でのやりとりを開いて感激したものでした。

その他、会長・八野健蔵さん始め8名の方が体験記を書いています。また、同年 11月に

ビラ・マリーンで一泊研修会を開催し、 9名の方が感想、を述べています。本町クリニツ

クの服部先生ご夫妻が同行され、お話と音楽療法で楽しく過ごされたようです。本町ク

リニックも前年7月開業ですので、会報の歩みとほぼ同じ年月を過ごされています。

愛知県医師会の難病相談室の相談医師日程表も載っています。

2号は13年2月発行。市民公開講座が開かれ、藤田保健衛生大の永津治先生の「パー

キンソン病をおこす脳のしくみJ、順天堂大の水野美邦先生の「パーキンソン病の遺伝子

および治療の進歩j講演内容が詳細に記録されています。

3号は同年6月発行。 13年度・総会の資料が記載されています。

余談ですが、私の妻・英子が入会しましたのは、 12年度総会（会報発行以前のこと）、

八野会長の時です。その後、 13年度総会で服部先生ご夫妻の講演と音楽療法を受けま

した。そのころ、英子は作句していましたので、早速、会報 3号に20句掲載されたの

を覚えています。「葱白しいつか一人になる二人J「風光る医師の一言力ありJなど。丹

羽さんの元気なお姿に接し、自分の飲んで、いる薬をやめて、丹羽さんの薬をそっくりい

ただきたいと言って叱られたこともありました。総会後、丹羽さんの紹介で本町クリニ

ックに代わり服部先生に診断書をいただき、それを持って区役所に行き身体障害者手帳
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交付の申請をしました。まもなく、保健所から実態調査に見え、その結果、身体障害者

手帳 2級の交付を受けました。つづいて住宅内の改造もやっていただきました。また、

本町クリニックで毎月行っている音楽療法にも通うようになりました。

総会資料の他、丹羽さんの服部先生ご夫妻訪問記が物語風に語られています。最後に丹

羽さんは「人の人生を羨んだことがない、そんなことをしても詮無きことだからだ。然

し、この夫婦を見ていると、正直、いいなと思う。温かみと優しさがあるからだ。j

会員の投稿・詩歌、絵画、俳句、お便りなどが沢山載っています。

4号は同年12月発行。愛知県パーキンソン病友の会主催の第一回研修会（医療講演会）

が同年10月に開催されました。司会は祖父江教授、講師は名大の平山正昭先生、）！頂天

堂大の服部信孝先生で講演の要旨を記載しています。翌日「あいち健康の森Jで行楽的

な集いを開催しています。妻と二人で参加し、親交を深めました。また、「私の体験と明

日への期待j と題して特別座談会をやっています。会員数16 4名となっています。

5号は 14年4月発行。この号より A4版となりました。 14年度総会の記事が中心と

なっています。この総会席上で丹羽さんが支部長に就任されました。日本一の友の会に

すると抱負を語っています。「青空を仰いで、希望と勇気の毎日を」と提唱しています。驚

いたことに総会欠席者70名から一言ずつよせられています。会員の関心の高さに敬服

です。午後の医療講演会の講師は服部達哉先生で、音楽療法は奥様の優子先生でした。

6号は同年8月発行。巻頭言として丹羽会長の所信表明が載るようになりました。 14 

年度総会時の服部達哉先生の講演記録（先生ご自身の執筆）、知多保健所の事業、介護保

険制度の解説、 10月の医療講演会の案内、三河湾リゾートリンクス一泊旅行案内など

が載っています。服部先生ご夫妻も同行されました。私どもにとっては初めての一泊旅

行でした。

7号は同年12月発行。日常生活の実態についてのアンケート結果が記載されています。

また、支部会則（ 1 4年度総会で決定）、国立名古屋病院長・松岡幸彦先生の「パーキン

ソン病で悩む患者さまのためにj と題した寄稿がありました。会報づくりも肥後ひとみ

さん、篤永章子さん、伊藤つぐみさん、三人が印字を手伝っています。みんなで力を合

わせて会報づくりをしています。

8号は 15年2月発行。中島陽太郎さんが編集に加わっています。私の前の編集長です。

私は妻の付き添いで友の会に出て、お手伝いしていましたが 15年度総会から役員とし

て活動を始めました。まず、親睦を中心にということで一泊旅行を担当しました。

服部優子先生の「パーキンソン病患者さんの診察室だよりJ、肥後さん、伊藤さんの「特
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別養護老人ホームってどんなとこ？Jというレポート、英子の「し、どばたかいぎJの提

案、その他、小山美智子さんの短歌・絵画の記載がありました。

同年 10月3～5日、アジア・太平洋 ノミーキンソン病患者と家族の国際シンポジュー

ムが韓国、ソウルで開催され、丹羽浩介、員IJ竹昌常、中島陽太郎3名が参加しています。

1 0月25日に順天堂大の水野教授の講演会、丹羽会長の体験談が名古屋駅前の中小企

業センターで開催され、 650席の会場が満員でした。詳しくは 13号に載っています。

9号は 15年3月発行。 15年度の総会資料です。

会報とは別に4月に丹羽さんが「もうパーキンソン病とはよばないでJを発行されまし

た。会員の皆さんにお配りしました。

1 0号は 15年5月発行。編集長が丹羽さんから中島陽太郎さんに代わりました。総会

の記録、国会請願、その他会員の手記です。丹羽会長の挨拶に始まり副会長・則竹さん

の経過報告、総会参加者が 12 5名で、大成功だったようです。午後の医療講演会は服部

優子先生で、スライドを使い、途中歌を入れ楽しかった左好評でした。「パーキンソン病

のうつについてj と音楽療法でした。

国会請願は副会長の奥田富美江さんの記録、丹羽さんの本の書評を、水野教授、京都支

部の木下広子さんから頂いています。体験談は堀江トモさん始め9名の方から頂いてい

ます。その他、会員からの便りが載っています。感謝の部、病状の部、介護の部、希望

の部に分けて 29名の方の便りがありました。また、肥後さんの在宅マッサージを始め

ての記事があります。

1 1号は 15年8月発行。丹羽会長の人生いろいろ・松阪肉てんまつ記はすばらしいで

す。その他、七尾市の宮本幸子さん、手話通訳の西本京子さん、伊藤つぐみさんの手記・

が載っています。丹羽さんの本の評判は上々で各地から反響がありました。

そのころ、私と妻は沖縄旅行を楽しんで、いました。今回は名古屋港から船で片道45時

聞かけての船旅です。「船旅・沖縄Jと題して英子の旅行記が載っています。一言加えま

すと大阪に寄港し、沖縄で下船しました。その船が台湾を一周して4日後に那覇に戻っ

てきます。この4日間、レンタカーで沖縄を隈なく観光しました。帰りも 45時間かけ

て名古屋港に戻ってきました。ゆっくりした旅でした。

この他、 6名の人生体験が述べられています。

1 2号は 15年 11月発行。ソウノレ大会の記事、丹羽会長、員IJ竹さん、中島さんの報告。

則竹さんは英語でスピーチされたそうです。同行の水野教授からよい話をありがとうと

褒められたそうです。その他、中小企業センターの講演会について奥田さん、肥後さん

の感想、続いて8名の手記があります。私も「パーキンソン病の妻とJ題して投稿して
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います。太田浩子さんの愛難連についての紹介記事もあります。

1 3号は 16年 1月発行。中小企業センターで開催した水野教授・講演の詳細な記録で

す。 31ページにわたっています。祖父江教授の開会あいさつ、丹羽会長の「世界一の

患者になろう j と題した体験発表、水野教授の講演のテープ起しです。中島編集長、副

会長の太田浩子さんの努力によるものです。

1 4号は 16年5月発行。別冊で 16年度総会資料も発行しています。別冊では丹羽会

長が愛難連の会長を兼務されること、私の始めての企画である名古屋市水族館での一日

交遊会の案内、会長のアメリカ視察（日本製薬工業協会による）参加された感想、などが

載っています。また、この時から私は友の会全般の状況を把握し、調整する総務を担当

することになりました。午後の講演会は愛知医科大の佐橋功先生でした。

1 4号の方は総会の記録、名古屋市立大・脳神経外科の梅村淳先生のDB S・脳深部刺

激術、服部達哉先生の内科医からみたパーキンソン病に対する脳深部刺激療法について

書いてもらいました。それから山畑照雄さんの「脳深部刺激術をおえて」としづ体験談

を特集しました。一方、貝IJ竹さんの「筋が車しむj としづ詩集を披露しています。 5名ほ

どの体験記録、中島さんの「福祉サービスに手帳くんが大活躍」としづ、手帳を受ける

方法と利用法の解説がありました。それから事務所を開放してパーキンソンホームを開

設したことを知らせています。

1 5号は 16年8月発行。福岡全国大会の記録。講演者の福岡大の山田先生で丹羽さん

の生きかたを絶賛しています。パーキンソン病患者を 3, 0 0 0人ほど診てきたが丹羽

さんのような人は 10人足らずとか、本人たちは自分が病気であるという自覚がないで、

あろうと思う。事実、丹羽さんは発病当時より 20年後の現在のほうがはるかに改善さ

れていると言っています。則竹さんと肥後さんが出席しています。

服部優子先生の「パーキンソン病とリハビリテーションJ、同本町クリニックの看護師・

奥田祥代さんが「本町クリニックでの一年間を振り返ってj とリハビリテーションにつ

いて書いています。同じくリハビリテーションについてメデカル在宅マッサージセンタ

ーの岡仁郎さんも書いています。会員も 11名ほど体験記を載せています。

則武さんの詩集の紹介。一泊旅行の案内等。

1 6号は16年 11月発行。パーキンソン・ホーム開設のお知らせ。結局は会場へ行く

のが不便ということで失敗に終わりました。大野志都子さんの脳深部刺激療法の手術を

受けた体験記。稲沢の今枝清美さんの「介護で疲れていませんかJと題した詩、刈谷の

角岡巽理子さんの「京都若年部交流会に参加してjが載っています。越津博の「匂帳か

らJ3 4句、「春昼や極楽よりのくもの糸Jr夕星や蛙田の道帰路としてJなど。

1 7号は 17年 1月発行。中島さんが転倒し、右肩脱臼・骨折し肥後さんが編集。丹羽

-60-

会長の「愛難連・会長になってJという所感。 5名ほどの体記。新潟県中越地震災害義

指金募集、 77名・ 409, 00 0円送りました。担当・越津。 17年総会案内。

1 8号は 17年3月発行。編集を越津が担当。事務局長兼務。これから会報を年6回、

奇数月発行にしました。 17年度総会時の講師として、名大脳神経外科の梶田泰一先生

と服部先生ご夫婦にお願いしました。外科と内科の先生にそれぞれのお立場から話をし

ていただき、その後、対談していただきます。会場を北区の名古屋市総合社会福祉会館

にして、以後毎年予約することにしました。使用料無料が魅力です。

また、名大医学部で、パーキンソン病講習会を行うので、その案内をしています。

国会請願署名運動には73名の方がご協力くださいました。 1, 3 5 3筆の署名と、

266, 250円の募金をいただきました。体験記は 3名の方からいただきました。

この号で友の会全員参加の文集を作りましようと呼びかけました。

1 9号は 17年5月発行。丹羽会長の「生きるということについてj 山尾佐知子さんの

「総会を終えてj、肥後さんの「若年部だよりJ、この号から平山先生にご寄稿をいただ

くことになりました。まずは「皆さんの知っているパーキンソン病を患った人たちJ。

昭和保健所の「パーキンソン病患者とその家族の集しリ、一日交遊会・セントレアで遊び

ましょう、 8名の方から作品応募がありました。

20号は 17年7月発行。巻頭言は丹羽会長の「自分の運は自分で運ぶj。一日交遊会の

感想、を山尾さんに、全国大会（東京）の記録を肥後さん、鈴木たか子さんに書いてもらいま

した。平山先生の「薬の話」は「Lードーパの話jです。

5名の作品応募がありました。本の紹介（事故のてんまつ・白井吉見）を越津がしてい

ます。

2 1号は 17年9月発行。巻頭言は会長の「生きるとは何なのでしょうかj。平山先生

の「薬の話」はドーパミンアゴ、ニスト（麦角系）。肥後さんの「若年性患者の皆さんへのお

願しリ。越j撃の「東海ブロックの活動状況J（愛知・ 205名、岐阜・ 11 6名、静岡・

2 0 5名、三重・創立当初で未確定）。 8名の応募作品がありました。

豊橋地区で医療講演会開催のお知らせ。稲沢の今枝さんの詩を紹介。

2 2号は 17年 11月発行。巻頭言は会長の「京都の安田先生j、素晴らしい医師の紹介

です。平山先生の薬の話は「非麦角系アゴ、ニストJです。秋の一泊旅行は、あいち健康

の森でした。講師は東名古屋病院院長の松岡幸彦先生、益田緑さん、鈴木たか子さん、

山尾佐知子さんに感想、を書いてもらいました。 3名の作品応募がありました。大道忠道

さん、後の会長が入会されました。私は正倉院展・ 12 0 0年前の碁盤を見に行ってき

ました。菊日和二月堂への石畳 博

23号は 18年 1月発行。豊橋に続いて半田で医療講演会開催の案内。丹羽さんの巻頭
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言は「生きるということj。平山先生は「MAO-B 阻害剤J。鵜飼先生の音楽療法が

はじまりました。「音楽療法～よもやまばなし（ 1 ) Jを記載しました。名大の作業療法

専攻の河村祐貴子さんの卒業研究の原稿をいただきました。河村さんは友の会事務所に

来て会員の方たちからいろいろと取材された方です。益田緑さん、大道さんから作品を

いただきました。

24号は 18年3月発行。総会案内と資料作り（越津）、講師は名市大の脳神経外科・梅村

淳先生。平山先生は「シンメトレルjの話。国会誇願は署名 1,640筆、 327,540円の募

金がありました。 3名の作品。丹羽会長は広島・福山市で講演。この時奥様を同伴、車

中でATMの考えが浮かんだそうです。俳句を作ってみましようと呼びかけました（越津）。

私は試みに正座してみました、足の甲がつっぱり、腿がつっぱり、正座出来ませんでし

た。動きが緩慢になりました。

25号は 18年 5月発行。丹羽さんの巻頭言は「病気とどのように付き合うかj。

18年 5月8日付けで丹羽会長から、服部先生ご夫妻に感謝状贈呈。要旨は「本町クリニ

ック・服部神経内科院長服部達哉様、副院長服部優子様 あなたはこの地に開業

されてよりこのかた常に医師たる職分を尽くし社会とパーキンソン病友の会に貢献され

ました とりわけ友の会に対する思い入れは深く、多くの患者に光をあて希望を持たせ

て戴きました ここにその徳を称え感謝の気持ちを表します 愛知県パーキンソン病友

の会 会長 丹羽浩介J。特に優子先生には音楽療法の実践に力をつくされましたと付言

されました。

平山先生の薬の話は「エクセグラン（ゾニサミト）Jです。鵜飼先生の音楽療法（2）。

6月 15日、フ、ルーボネットでの一日交遊会の案内。 12名の体験談。

26号は 18年 7月発行。巻頭言は「その日その時j。平山先生の薬の話は「COMT阻害

剤j鵜飼先生の音楽療法（3 ）。とよた市民活動センターでの医療講演の案内。名大病院

内に患者の研究室兼談話室（NADEC）が開設されました。

一日交遊会での服部達哉先生の講演記録、スタッフ 5名の感想文、参加者の 3名からも

感想文をいただきました。梅村先生の医療講演記録。全国大会の報告。

27号は 18年 9月発行。巻頭言は「生きるための方策j。特定疾患問題が起こりました。

丹羽会長の「患者会・友の会の役割J「特定疾患jについての解説。厚労省の特定疾患事

業の見直しについて丹羽会長はじめ 59名の異議申したてを申し入れました。結果は元

道りに落ち着きました。薬の話は「アーテンj。音楽療法（4）。一泊旅行はあいち健康

プラザ。 8名から近況報告。

一寸休憩 昼からはちと磐もあり雲の峯 この中に生き物がいくつ入っているでしょうか。
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もう一人の画家

春日井の木村順ーさん

名古屋で油彩画個展

名古屋市中区栄三の「ギャルリーくさ笛Jで、 4月10日から15日まで、パーキンソン病友

の会会員の木村順ーさんが油彩画個展を開催されました。

会場に入ると入り口には、大きな真っ赤に

錆びて穴の空いたドラム缶が置いであると

思ったら油絵でした。場内は2mの大作から

20cm程のものまで20点ほど展示されてお

り、今まで見てきた絵画とは異質の度胆を

抜かれる絵ばかり、人間の内臓から出るオ

ーラのようなものは、病気と闘うやるせなさあ

らゆる葛藤を絵に表現されたものと感じた。

木村さんは、パーキンソン病になったけど僕

は絵筆を持つことが出来て幸せだと思う、障害を負っているから小さなことでも感動する

し喜びに対しても敏感です、手が震えれば震える絵を描くのに丁度よい、病気にも負け
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ず頑張っていることで、

誰かが元気になるき

っかけになればいいと、

病名も新聞に載せて

もらいました、と笑って

見えました。

益田利彦



新薬で人々のいのちと健康に貢献します。

私たちノパルティスファーマは、

分子標的薬や抗体医薬など最新の技術を生かして、

世界で 140もの開発プロジ工ク卜を進めています。

くすりを必要としている患者さんに、革新的な新薬を。

ノパルティスファーマの新薬は、これからも進化を続けます。

めNOVARTIS

健やかな関係、ずっとあなたと。

私たちは麟期的な新薬の開発に挑むグローパルな
製薬企業グル｝ブの一員です。

私たちは薬を通して、人と地域と世界と、
健やかな関係を築いていきます。
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。官邸r

“幸福は単独で、やってくるが、不幸は手をつないで、やってくる”

負の4連鎖を乗り越えて！
緑区池田幸夫

中日新聞日曜版（ 1月27日付）『おじさん図鑑のコラム』の中で、著者の飛鳥圭介さ

んが「幸福は単独でやってくるが、不幸は手をつないで、やってくるj と書いてあり、

思わずドキッとしました。というのは平成 23年 5月に古稀を迎えてから平成 24年

12月までの 1年半の間に、私のところにもそれと思われる負の4連鎖が手をつない

で、やって来ていたからです。

第 1の負の連鎖は、70才の誕生日を迎えて 3日後の平成23年5月5日にやってきま

した。夕食後に部屋に戻ると、自然に右手が動かなくなったのです。

実は妙な因縁ですが、その3年前の GW中には左手が動かなくなるという同じ経験を

しています。 GW明けに病院に行って脳梗塞と言われましたが、この時は点滴だけの

治療で完治。幸運にも後遺症に類するものは全くありませんでした。

そういう前科があったので、“今回は脳梗塞が左に出たんだな、明日の連休明けを待

って病院に行けばいいや”と軽く考えたのが大きな間違いでした。

明朝病院に行くと、即座に入院です。入院して点滴を受けていると、夕方になって突

然右手右足にガッガ～ンと来ました。右手右足が硬直し、前回には無かった麻療が出

てきたのです。今ではリハビリで良くなりましたが、少なからず麻症と強張りが残っ

ています。治療を翌日回しにしたツケが回ってきたようです。

脳梗塞の怖いところは痛みが全く無いこと。それで、ついつい軽く考えてしまうのでし

ょうね。でも病気によっては一刻を争うことがあり、脳梗塞などは発症して 3時間以

内に処置すれば軽い症状で済むそうです。

第2の負の連鎖は、脳梗塞のリハビリに努めていて、そろそろ友の会に復帰出きるか

なと思っていた 10月17日に、急性骨髄性白血病による息子の病死という形で、やって

来ました。 2年前に発症して一時は寛解（治癒）に達していたのですが、薬石効無く

40才になって一週間目に力尽きました。一休禅師の「親が死に、子が死に、そして

孫が死ぬjの句が頭に浮かびましたが、思うようにいかない定めを恨み、見詰めるだ

けで何も出来なかった無力感にただただ煩悶するばかり。

そういう精神状態のときでも第3の負の連鎖は追い討ちをかけて来ます。平成23年

12月頃から頻尿に悩まされるようになりました。日中は日に 20回位、夜は3～5回

位です。これはおかしいと思って病院に行くと、“ヘモグロビン AlCが 9.6%有り、

あなたは糖尿病です”と宣告されたのです。

目や足にくる糖尿病の合併症の怖さが現実に自分の身の上に起きた姿を想像し、今ま

での脳梗塞（や心筋梗塞）の原因になっていることも分かつて恐ろしくなりました。
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ここから AlCを下げるための治療がスタート。しかしいくら薬を飲んでも AlCは

下がる気配がない。むしろ 1月は 10.8%、2月は 11.4%と逆に高くなる一方。 3月に

9.5%に下がって喜んだのも束の間、 4～8月まで8～9%前後で推移。

結局、疲労による豚臓の機能停止と言われ、投薬ではこれ以上下がらないとの医師の

判断で9月3日からインシュリン注射をすることに決まりました。

インシュリンは皮下注射で、 1日1回就寝前に最低量の4単位でスタート。効果はで

きめんで、開始して 1ヵ月後には 7.9%、10月中旬には 7.1%に下がり、 3ヵ月後の

11月末には晴れて 5.9%に到達（基準値は4.2-5.7%)0

結局、糖尿病の治療では丸 1年要しました。甘いものが大好きで喉元過ぎればすぐに

熱さを忘れる性分だから、1度ならず2度までも脳梗塞に，罷ったりするのでしょうね。

今度は余程の覚悟で、再発防止に努めなければと覚悟しています。

糖尿病も目途がついた 12月初めの散歩中に、動停・息切れが出て路上に座り込んだ

ことがあります。インシュリン注射による低血糖が原因と判断され、これがきっかけ

でインシュリン注射を 3ヶ月で終えることになりました。

インシュリン注射を止めてよかったと喜んでいた最中に、第4の負の連鎖となる心筋

梗塞を誘発したのです。（実はこの時の動俸・息切れの原因は低血糖のよるものでは

なく、狭心症であったことが後で分かりました）

12月 11日に朝食を済ませて部屋で新聞を読んでいたら、突然みぞおちの辺りに錐で

突き刺すような激痛が来て、あっと思って我慢しているとこの時は 1分足らずで、すっ

と痛みは消えました。

やれやれ良かったと安心して再び新聞に目を落すと、暫くして再び同じ場所にキリキ

リする激痛が戻ってきた。間もなく消えるだ、ろうと思って我慢をしても、今度ばかり

はいつまで、待っても消えない。

これはてっきり心筋梗塞か心不全ではないかと心配になり、娘に救急車の手配を頼む

と5分足らずで家の前まで来てくれたのにはび、っくりしました。

救急車の中に運び込まれ、隊員の方から問診を受ける。体調検査とかかりつけの病院

の有無などを尋ねられました。問診を終え応急処置を受けて酸素マスクを装着され、

ピーポ、ピーポの音で出発です。

自宅から藤田保健衛生大学病院までは車で 10分の距離。「大丈夫ですか？ 声は聞こ

えますか？ 痛みはありますか？ もうすぐ着きますよ、頑張りましょう！ Jなどと

声をかけて励まして下さいます。

これでひと安心したのか、ひょいとあくびが出たのです。それを見た隊員の方が、「お

っ！ この人あくびが出だしたぞ、危ない！」ど言うと、それまでピーポ、ピーポで

走っていた救急車のサイレンがウ～ウ、ウ～ウに変わったのです。“そうか、あくび

が出ると危険なのか”と変に納得して、覚悟しました。この死を予期した 10分とい
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う空間は、 生まれて初めての経験です。この空間の中で最初に頭をかすめたことは、

「これで一生を終えるかもしれない、やり残したことで何があるだろうか？Jという

ことです。それに対する答えは、「ここまで支えてくれた家族や身内への感謝と、人

生の大半を占める会社生活の中で多くの人に迷惑をかけ、多くの人に助けられた。今

一度、皆に会ってお礼を言いたしリという生への執着でした。生前の丹羽さんに頂い

た色紙の ”生きる“ が思い出されました。

藤田保健衛生大学病院に運び込まれました。相変わらず痛みは続いていたが、ここで

注射をされてやっと痛みから解放されたのです。

手術は部分麻酔で足の付け根の鼠形動脈からカテーテルを挿入し、遠隔操作で詰まっ

た冠動脈まで誘導して血栓を取り除き血流を回復するというもの。

ベッドに寝たまま先生の一挙一動を見ていると、暫くして先生の“通ったぞ！”とい

う大きな声が聞こえました。多分血栓が取れて血流が回復した瞬間だという事が分か

り、助かったなという安堵でホッとした瞬間を今でも覚えています。

発症してから入院まで1時間、手術が終るまでに約3時間位。開腹することも無く、

痛みも無く、跡も残らず、本当に患者に優しい手術でした。

体に異常を感じると、一刻も早く治療に入ることが大事です。急、を要する場合はため

らう事無く、すぐに救急車を頼んで、病院に行きましょう。

救急車では駐車場を探す必要が無いこと、手続きも後で出来るし、病室で、待つことも

ない。何より貴重な時間を浪費しなくて済みます。

それといざという時の病院は家から近いことと手術の出来る設備を持つ病院で、ある

ことなどを、日頃から決めておいて良かったとつくづく思いました。

“今回は早い段階で治療できたので、間もなく退院できますよ”とのお墨付きを貰う

ことが出来ました。発症したときは冠動脈3本の内2本が詰まった状態で、今回の治

療は1本のみ。残りの 1本は体力の回復を待って 7月に治療する予定です。お陰さま

で平成24年も押し詰まったクリスマス明けに無事に退院O

緑消防署徳重救急隊の皆様、治療して下さった藤田の先生と看護師さんにこの場をお

借りして厚く御礼申し上げます。

退院してすぐに平成25年元旦です。それまでの負の4連鎖とは大晦日にサヨナラし、

新年は新たな気持ちに切り換える絶好の機会だと考えて、元旦の朝に年賀状をしたた

めることからスタートしました。

固：「幸福は単独でやってくるが、不幸は手をつないでやってくるJの意味は；

不幸なことが続々やって来るという意味では無く、単に幸不幸を感じる時間差にあるようで

す。幸せの実感はたいていの場合、過去を振り返って“あの時は幸せだ、ったなあ～”と実感

することが多い。反対に不幸はその渦中にいる現在という時空で、“ああ、何でわしばっかり、

こんなに不幸なのだ？”と思うのだそうですよ。 『おじさん図鑑のコラム』より
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無題 越津 博

0 生活援助（ヘルパー）

私の障害名は「不整脈により自己の身辺の日常生活活動が著しく制限される心臓

機能障害J( 1級）というちょっと長い病名です。このため居宅介護サービスとし
て、月、水、金と週3日、 1時間、掃除に来てもらっています。洗濯ものなども
干してくれますので、助かっています。 4月から故あって孫娘（ 1 9歳）が同居す

ることになりました。なにかと頼りになり、嬉しいのですが、ここで問題が起こ

りました。ケアー・マ不イジャーから「私の洗濯ものと孫の洗濯ものを分けてお

いてくださしリと言われました。私のものはサービスの対象になるが孫のものは

対象外だと言うのです。最もなことですが何か寂しいです。イ可れにしても干さな

ければならないので私がやることにしました。

0 移動図書館

4月25日は初夏を思わせる日和でした。私の住宅脇の公園に移動図書館車がや
ってきました。懐かしさのあまり、覗いてみました。車の正面に「なごやJとい
う文字を見たとき、昭和34年・伊勢湾台風の後、全国から義摘金をいただき、

移動図書館を造った頃を思い出しました。実は「なごやJと名付けたのは私です。
その後、「なごやj号に乗って 10年間、名古屋市内を走りまわって、市民の皆さ
んに図書を運びました。おかげで名古屋市の隅々まで知りつくし 運転免許も取

得しました。今は車も新しくなって大型になり運ぶ本の量も増えました。車に集

まった利用者から「図書館車がきてくれて助かつてるわj という声を聞き嬉しく

なりました。

移動図書館葉桜の濃きところ 博

0 志津子の似顔絵コーナー
浅井志津子さんの似顔絵コーナーを楽しみにしています。 4月28日の総会時に
お会いしたとき、何人ぐらい書かれましたかと開きましたら、 200人と言われ
ました。会報に二人ずつだ、と 10 0号分、 16年余かかる勘定になります。どう

でしょう、ページ数を増やしませんか。また、来年2月4日から 9日まで岡崎市
美術館第5展示室で個展を開くそうです。今から楽しみに待っています。近づき
ましたら詳しくご案内いたします。

0 ATM句会

俳句、始めてみませんか。できましたらATM句会宛に送ってください。多くの人
に見てもらい、鑑賞しあうことが大切です。お待ちしています。

送り先 458・0847 緑区浦里1-68-508 越津 博
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友をしのぶ会

岩倉市増田民子

生きている限り、いつかは別れなければならないのはよく解っています。

この世の宿命と云えども実に残酷です。

何もかも準備して逝ったのかな、、、と思うと涙。半年経ちますのでこの頃は少し、うす

らぎましたが、思い出しては悲しんでおります。

誰からともなく「しのぶ会jをしようと決まり食事と共に集まりました。

彼女はいろいろの場面で活躍していたので、集まった顔ぶれも知名度の高い人達でした。
私は背伸びして会に出席しておりました。岩倉に住んで、いる人だけの集まりと云う事で、

十九名の参加者があり、自己紹介で私は健康上の理由で精神的に苦しい時に、助けて頂

いた事を話しました。その様なお話が多かったようです。

誰からも親しまれ愛されて逝ってしまった貴女ですが、こんなにも皆さん想い出を多く

持っていて、男ljれをとても残念がっていましたよ。

もっともっと生きてほしかったと、、、。

でも世の為、人の為に生きた態度は素敵でした。

私も貴女と仲良くさせて頂いてありがとうございました。

それにしても、貴女は多芸でしたね。インターネットも自由自在、ボランティアの劇

団も中心人物で、世間のいろいろの事例をよく心得た人で、とても頼りになる方でした。

ノ＼ガキで亡くなった知らせを受けた私はショックで大変でした。

貴女は短歌教室に通っていたので、娘さんが、生前母が詠んだ短歌です。として載せて

くれました。

Oひっそりとまた忽然と逝きたりきわが人生の最後の願い
願わくば夫の逝きたる 神無月五日に吾を天に召しませ

しのぶ会で友人が詠んだ短歌です。

＊忽然と歌友の逝きたる神無月

さだめと言ってと声の聞きたる

＊歌友逝きて今頃黄泉のどの辺り

携帯電話のその名消せず

他に亡き友が詠んだ短歌五首したためました。

0バック肩にパス乗り継ぎて
慰問する旅芸人のような気合
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0ケアハウス演ずる我らを見る老いの

熱きまなざし決して忘れず

Oこの春は小説なんぞ、書いてみん

名作多き伊豆を旅して

Oほどほどの幸せなりき体操を終え

さみどりのハーブティ飲む

O紅藤に優しさがあると育代さん

あなたのようだと私は思う

服部神経内科本町クリニック
〒460-0008 名古屋市中区栄 3丁目 20-29

院長服部達哉 副院長服部優子

I_ ＿＿＿＿＿＿＿＿ー’一－－－由働】’一司ー－－－一ー一－ー－ー・ー－－－ー－ー－－－ーーーーー・ー・ー咽一－－－－－－－一ー一－ー・｝嶋一－・・・・ー・ーー一－－－－－－－－－『－－－－－一・品・ー，.＿＿＿＿＿・4 ・ー＿J

診療時間

火｜水｜木月 金 i土 日

午前
01010 

3
一後

9
一午

12: 30 

01010 
3: 00 ～ 6: 30 

この他に祭日は休診とします

電話 052-249-・o, o, 

-70-

． 

． 

「元気が出る旅j

愛知県松本泰守

皆様こんにちは。 4月1日から難病の方にも身体障害者手帳の交付が決定されると発

表がありました。手帳を交付されることを素直に受け入れできないとおっしゃる方もい

らっしゃいますが、身内にも手i援を持っているものが3人いた私としては是非交付を受

けていただきたいと思っております。身障者手帳というものは何も堂々と見せるもので

もなく、持参して必要なときだけ提示すればよいものです。

例えばJRの乗車券が半額となったり、観光施設や美併殺官の入場料が大幅に割引になっ

たり無料となるところもあります。私は乗車券、入場料、その他いろいろな割引が受け

られるということで、両親をいろいろなところに連れて出かけた思い出がたくさんあり

ます。
今は二人ともこの世にいませんが、旅行のときはいつも嬉しそうな顔を見せてくれた二

人の顔はいまでも忘れません。足の痛みがきっくて長時間車椅子や乗り物の座席に座る

のが辛いといいながら、目的地に到着すると一変して笑顔になるのは楽しいことだから

気分も変わり障がいを受け入れながらも人生を楽しんで、いたように感じました。

先日は障がいのある方々を東京スカイツリーへの1泊旅行にご案内しました。27名

様の団体旅行でしたが、お台場のホテルではお客様のために最善の受け入れを提案して

くださり、スカイツリーでは案内係の方々がつきっきりで展望エレベーターまで案内し

て下さいました。

J R東海道新幹線も駅員さん、車掌さん、本当に親切に対応してくださり、新幹線の車
内でオムツ交換が必要な男性のため個室のドアを開けていただき、座席をベッドにして

用意してくださいました。時代は本当に変化し、障がし、のある方も大切なお客様という

イメージです。

海外ではオーストラリアにご案内しましたが、公共交通機関にもチャレンジしてみよう

としづ旅行内容でしたから、もちろん電車にも乗ってみました。シドニー市内で、電車に

乗るのはホームと電車の20cmほどの段差があります。ずるがしこい私は、その辺に

いる若者たちに声をかけて「プリーズ・ヘルプj とお願いしています。みんな当たり前

のように判云ってくれるので車椅子の方々も楽に旅行できたようです。ご高齢のご夫婦

はどちらかが車椅子を利用なさっており、段差やパスの乗降には大変苦労なさいます。

それは物理的な工夫で簡単に解決できます。リフト付きの観光ノミスを利用し、エレベー

ターを使えばよいのです。個人的に旅行なさる皆様はなかなか勇気がないとおっしゃる

のですが、いつも車椅子ご利用の方、障がいのある方と旅行している私は海外旅行だか

らと特別に心配はしておりません。

日本国内より声をかけやすい外国のほうが安心しているほどです。東京都内で地下鉄や

J Rで声をかけたてても忙しそうに早足の通行人には穣賭してしまいます。

旅に出ると皆様本当に元気になられます。それは日常とは違う景色、食べ物、体験な

rで、気分が晴れること、お金を払っている限りお客様として堂々と過ごすことができる
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からなのでしょうか？病院やリハビ、リセンターでは指示されたメニューをこなすことに

精一杯ですが、旅行は違います。自分の行きたい場所、食べたいものを自分の力で実現

できるのです。これが気持ちと体のリハビリということは一目瞭然です。

自信が無いとおっしゃる皆様、どうぞ一歩を踏み出して旅に出て人生を楽しんで、くださ

（株）チックトラベルセンターハートTOハート

松本泰守

旅のコツをお教えします。電話 090-5118-1821 

視線は、いのちヘ。

病を治したい。いのちを救いたい。

私たち協和発酵キリンは、

抗体医薬のリーデイング・カンパニーとして、

真撃に研績を積み重ねています。

一分でも一秒でも早く、

世界が待ち望む新薬をお届けするために。

グローノリレ・スペシャリティブアーマ。

抗体医薬をリードする、協和発酵キリンです。

KYOWAKIRI阻

協和発酵字リコ株式会社

http://www.kyowa-konn.co.Jp 
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兄の分まで生きる

安城市林三紀子

5月になり、庭の一本のミカンの木に白い花がたくさん咲いています。

秋にはどのくらい実をつけるか楽しみです。

気圧の変化の中、みなさんいかがお過ごしでしょうか。

昨年6月に兄と二人で故郷の宮崎へ出かけた頃は、兄は24年前に頚椎の手術をし、それ

が再発したのだと思い、手術の手配までしていました。しかし、同病院で異変を感じた

らしく、再度検査をすると脳に腫蕩がみつかり、癌の治療に専念することになったので

す。甥の話に寄ると兄は一度も健康診断を受けた事が無かった事を聞かされ樗然としま

した。

兄が亡くなり半年の月日が流れました。兄は癌によってこの世から旅立って行きまし

た。兄は妻を 15年もの問看病をし、 3回忌を終えてようやく自分の時間が持てるように

なった矢先のことでした。

手術をしても 3ヶ月、しなくても 1カ月としづ余命告知をうけました。私は信じられず

とにかく楽しい事をさせてあげたいと、毎週末には主人と神戸まで、何度も電車でお見

舞いに行きました。

その頃はそれが幼少のころから、私に優しくしてくれた兄への恩返しだと思い、生きて

いる問は、私が側についていてあげようと思っていました。

兄のおかげで、兄妹愛の紳が強まり、私の介護度も要支援2から 1にレベルアップしま

した。兄は最後まで私の病の心配もしてくれました。

会10月25日に一の宮での講演会に出席した時

久しぶりに服部優子先生にお会いした際には、元気になった私を見て喜んでください

ました。その日はちょうど兄がホスピスに移動した日であり、不思議な縁を感じました。

その数日後、兄は笑顔で、旅立ったので刊悔いのない生涯だったと思います。

そして今、私が兄にできる恩返しは、五月吉日から今までの一日ディサービスを止め

て、半日のリハビリを主にしたディケアセンターに通所する事で、以前のようにナディ

ック音楽療法で声を出す訓練をし、仲間と出会う目標を立てました。

このような施設がある事を知ったのは、友の会の仲間からの情報です。

最後に皆さんにお願いです。

どうぞ身体をご自愛くださり健康診断を受けて下さい。

偉そうな事を言ってますが、私も患ってからは未だ一度も受けてません・
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第 3回 志津子の似顔絵コーナー

岡崎市浅井志津子

本年度後半の部で、美術館の個展会場が取れました。

平成26年 2月 4日から 9月まで、岡崎市美術館（第5展示室）が借りれることになりまし

た。第 1回の浅井志津子展に続いて第2回が出来るとは，思ってもいなかったので、嬉し

いです。友の会の会報に載せてもらっている似顔絵も会場に並べるつもりでいます。

目標は 300人です。 300人展示しようと思うと 100人はボツが出ると思うので400枚以

上は描かなければならないと思いますが、是非やりとげたいと思っています。

描かれた人が喜んで、くださるような作品を作りたいと思っています。似顔絵を通して

いろいろな人と話が出来、友達となり、パーキンソン病のことも話せる人が 1人でも多

く出来ることを願って個展を開けたらと思っています。

この 1年は、展覧会のことで毎日あれこれ考え、準備する仕事が出来、来年の 2月が楽

しみになる様な日々を重ねたいと思っています。

（前号の似顔絵は後藤サヨ子さんと山尾武さんでした）
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ATM 句会 2 5年5月

誰が住むや関所の奥の朝桜

故郷からのし、かなごに母恋しかり

春日浴び跳ねる幼よ愛し子よ

ひとひらのカバンの隅の落花かな

互選てふ楽しきことよ春の昼

雨風と変はりやすきも弥生かな

桶狭間訪ね歩きし草茂る

褒められて作句楽しき春一日

スーパーの袋片手につくし摘む

よく晴れて風心地よし土筆摘む

母を追う幼子つくし握りしめ

我もまた花人として歩きけり

選定に精出す夫の余念なく

採ることにわくわくしつつ蕨摘む

雨音も楽しかりけり夏近し

藤棚や画板持つ子等嬉々として

父母もまた孫待ちてをり藤薫る

峨上ぐ家の増えきし眺めかな

離れ住む父母健やかや花楓

藤の香に包まれし夫何想、ふ

春宵や亡き友の顔浮かびたる

初孫も受験の歳となりにけり

亡き夫に知らせたきこと春夕べ

今年また桜ながめて無事祝う

石餅の花に亡き兄偲びけり

吊鉢の石餅花に兄偲ぶ

半年の手塩にかけし菩かな

高速道駐車脇なる蕨狩

遥かまで木道二本ほととぎす
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岡 悠紀子

同

向

間

近藤 将人

同

同

岡

山尾たけし

同

同

同

益田

同

同

同

緑

大津くによ

同

同

同

増田 民子

同

同

同

益田としひこ

同

同

同

越津 博
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